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村
上
信
彦
の
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
け
る
匿
名
テ
キ
ス
ト
を
解
読
す
る 

 
 

―
―
戦
後
の
民
主
的
平
等
論
者
の
分
身
に
つ
い
て 

河
原

梓
水 

は
じ
め
に 

戦
後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
多
数
の
著
作
を
発
表
し
た
村
上
信
彦
は
、
女

性
史
、
服
装
史
、
医
療
問
題
等
、
様
々
な
分
野
で
業
績
を
残
し
た
。
特
に
女
性
史
で

は
、
一
九
六
九
年
、
全
四
巻
の
大
著
『
明
治
女
性
史
』
の
刊
行
を
開
始
す
る
と
同
時

に
、
そ
れ
ま
で
の
女
性
史
の
方
法
論
に
根
本
的
批
判
を
唱
え
、
そ
の
後
の
女
性
史
の

動
向
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た1

。
解
放
運
動
史
の
み
で
は
な
く
、
庶
民
女
性
の
実
生

活
を
含
め
た
女
性
の
全
生
活
史
を
、
と
い
う
彼
の
提
唱
は
、
激
し
く
批
判
さ
れ
な
が

ら
も
結
果
的
に
そ
の
後
の
女
性
史
研
究
の
質
的
転
換
を
う
な
が
し
た
。

村
上
の
業
績
は
一
九
七
〇
年
代
ば
か
り
で
は
な
い
。
彼
は
一
九
四
七
年
に
既
に『
女

に
つ
い
て
―
反
女
性
論
的
考
察
―
』
を
発
表
し
て
既
存
の
女
性
論
を
批
判
す
る
な
ど
、

高
群
逸
枝
と
並
ん
で
戦
後
の
女
性
史
を
切
り
開
い
た
先
駆
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
一
九
五
五
年
に
発
表
さ
れ
た
『
服
装
の
歴
史
』
全
三
巻
は
、
男
女
の
服
装
の
違

い
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
規
範
を
照
射
す
る
と
い
う
、
現
在
で
は
当
た
り
前
と
な
っ
た
視

角
に
よ
る
先
駆
的
研
究
と
い
え
る
。

さ
て
、
近
年
村
上
の
長
女
・
康
子
氏
か
ら
村
上
の
書
簡
が
日
本
近
代
文
学
館
に
寄

贈
さ
れ
、
二
〇
一
四
年
、
江
種
満
子
氏
ら
に
よ
っ
て
高
群
逸
枝
と
の
往
復
書
簡
が
『
日

本
近
代
文
学
館
年
誌
』
に
解
説
付
き
で
全
文
翻
刻
さ
れ
た2

。
以
前
よ
り
西
川
祐
子
氏

ら
に
よ
っ
て
高
群
逸
枝
の
再
評
価
は
進
ん
で
お
り3

、
こ
の
書
簡
群
に
よ
り
さ
ら
な
る

研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
、
高
群
の
盟
友
で
あ
り
、
共
に
女
性
史
を
切
り

開
い
た
村
上
の
偉
業
は
次
第
に
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
こ
の
書
簡
の

翻
刻
に
よ
っ
て
村
上
信
彦
を
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
機
運
は
ま
さ
に
今
高
ま
っ
て
い

る
。村

上
は
、
女
性
史
、
服
装
史
、
医
療
問
題
、
小
説
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
多
く

の
著
作
を
残
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
村
上
信
彦
」
名
義
で
書
か
れ
て
お
り
別

の
筆
名
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い4

。
し
か
し
筆
者
は
戦
後
ま
も
な
く
発
刊
さ
れ

た
い
わ
ゆ
る
カ
ス
ト
リ
雑
誌
の
一
つ
、『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
誌
上
に
村
上
信
彦
の
匿
名
記

事
を
多
数
発
見
し
た
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
が
村
上
の
筆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の

実
証
を
行
な
っ
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
村
上
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
を
論
じ
、

さ
ら
に
彼
の
女
性
論
を
読
み
直
す
こ
と
を
試
み
、
彼
の
再
評
価
の
た
め
の
一
助
と
す

る
も
の
で
あ
る
。 

一

『奇
譚
ク
ラ
ブ
』と
吾
妻
新 

『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
は
、
一
九
四
七
年
一
一
月
、
大
阪
府
堺
局
区
内
菅
原
通
四
丁
目
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三
〇
に
所
在
し
た
曙
書
房
か
ら
吉
田
稔
を
発
行
人
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
月
刊
雑
誌
で

あ
る
。
一
貫
し
て
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
を
題
材
と
し
、『
家
畜
人
ヤ
プ
ー
』
な
ど
の
作

品
で
著
名
な
沼
正
三
、『
花
と
蛇
』
で
知
ら
れ
る
団
鬼
六
な
ど
の
ＳМ

作
家
を
多
数
輩

出
し
、
ま
た
野
坂
昭
如
な
ど
の
著
名
な
作
家
が
別
名
で
寄
稿
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
幾
度
か
の
休
刊
を
挟
み
な
が
ら
も
、
一
九
七
五
年
ま
で
発
行
さ
れ
続
け
た
。 

同
誌
は
、
主
に
読
者
か
ら
の
投
稿
作
品
を
掲
載
す
る
ス
タ
イ
ル
で
運
営
さ
れ
、
沼

正
三
・
団
鬼
六
ら
も
、
も
と
も
と
は
本
誌
の
読
者
と
し
て
投
稿
を
始
め
た
作
家
で
あ

っ
た
。
村
上
の
別
名
と
考
え
ら
れ
る
吾
妻
新
も
同
様
で
あ
る
。
吾
妻
新
は
、
『
奇
譚

ク
ラ
ブ
』
一
九
五
三
年
三
月
号
に
「
サ
デ
イ
ズ
ム
の
精
髄
―
古
川
裕
子
氏
の
『
囚
衣
』

を
よ
ん
で
ー
」
を
初
掲
載
、
以
後
お
よ
そ
三
年
に
わ
た
り
、
サ
デ
ィ
ス
ト
の
立
場
か

ら
ほ
ぼ
毎
号
一
篇
以
上
の
作
品
を
発
表
し
続
け
た
。
現
在
で
は
全
く
無
名
の
存
在
で

あ
る
が
、
彼
は
当
時
、
沼
正
三
と
並
ぶ
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
の
看
板
作
家
で
あ
り
、
彼

の
著
作
が
そ
の
後
の
Ｓ
Ｍ
文
化
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
彼
の
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』

と
、『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
が
会
員
向
け
に
発
行
し
た
機
関
紙
『
Ｋ
Ｋ
通
信
』
に
お
け
る
著

作
一
覧
を
表Ⅰ

に
示
す
。
以
下
、
吾
妻
の
テ
キ
ス
ト
は
表
番
号
と
タ
イ
ト
ル
で
示
し
、

出
典
は
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
。 

表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
の
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
け
る
著
述
活
動
は
一
九
五

三
年
か
ら
一
九
五
五
年
の
三
年
間
を
ピ
ー
ク
と
す
る
。
著
作
が
な
い
期
間
の
内
、
一

九
五
五
年
六
月
～
九
月
、
一
九
五
五
年
一
二
月
～
一
九
五
六
年
三
月
は
『
奇
譚
ク
ラ

ブ
』
そ
の
も
の
が
休
刊
と
な
っ
て
い
た
期
間
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
彼
は
一
九
五
三

年
三
月
～
一
九
五
六
年
四
月
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
号
原
稿
を
掲
載
し
続
け
た
と
言
え
る
。 

彼
の
テ
キ
ス
ト
は
、
小
説
で
あ
る
「
感
情
教
育
」
、「
夜
光
島
」
と
、「
サ
デ
イ
ズ
ム

の
精
髄
」
、「
私
は
訴
え
る
」
な
ど
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
擁
護
論
、「
ク
リ
ス
チ
ー
ヌ
の
受
難
」、

「
ア
リ
ス
の
人
生
学
校
」
な
ど
の
海
外
小
説
の
翻
訳
、
そ
し
て
「
海
外
サ
デ
イ
ズ
ム

雑
記
」
、「
明
治
時
代
の
新
聞
覚
え
書
き
」
な
ど
、
海
外
や
過
去
の
事
例
を
紹
介
し
、

サ
デ
ィ
ズ
ム
を
中
心
と
し
た
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
癖
を
歴
史
的
に
と
ら
え
よ
う
と
す

る
も
の
、
そ
し
て
同
じ
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
執
筆
者
へ
の
応
答
の
形
を
と
っ
て
書
か
れ

た
エ
ッ
セ
イ
・
評
論
で
構
成
さ
れ
る
。 

吾
妻
の
著
作
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
第
一
に
、
常
に
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
実
践
者

と
し
て
の
立
場
か
ら
書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
彼
は
自
身
を
モ
デ
ル
に
し
た
小
説

で
、
夫
婦
間
の
幸
福
な
サ
デ
ィ
ズ
ム
的
実
践
を
描
い
て
み
せ
た
り
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
を

擁
護
す
る
評
論
を
複
数
発
表
し
た
り
し
た
。
そ
の
活
躍
は
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
誌
上
で

サ
デ
ィ
ス
ト
の
「
総
帥
」
と
ま
で
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
彼
の
著
作
に
は
常
に
ズ
ボ
ン
と
猿
ぐ
つ
わ
が
登
場
す
る
点
で
あ
る
。
彼

は
ズ
ボ
ン
と
猿
ぐ
つ
わ
の
熱
烈
な
愛
好
家
と
し
て
知
ら
れ
、
ズ
ボ
ン
の
評
価
を
め
ぐ

っ
て
沼
正
三
に
論
争
を
し
か
け
た
こ
と
も
あ
る6

。
村
上
は
『
服
装
の
歴
史
』
を
は
じ

め
と
し
て
多
く
の
論
考
で
、
男
女
同
権
時
代
の
女
性
は
ズ
ボ
ン
を
穿
く
べ
き
だ
と
い

う
主
張
を
展
開
す
る
が
、
こ
の
主
張
は
彼
の
服
装
研
究
か
ら
の
論
理
的
帰
結
の
み
な

ら
ず
、彼
の
個
人
的
な
ズ
ボ
ン
愛
好
の
影
響
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

以
下
、
ま
ず
吾
妻
と
村
上
の
テ
キ
ス
ト
を
比
較
し
て
両
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と

を
実
証
し
、
次
に
吾
妻
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
、
公
娼
制
度
を
中
心
と
し
た
村
上
の

女
性
論
の
新
た
な
解
釈
を
試
み
る
こ
と
と
す
る
。 

二

吾
妻
新
と
村
上
信
彦
の
テ
キ
ス
ト
の
比
較 

（
一
）
固
有
名
の
一
致

本
章
に
お
い
て
、
吾
妻
と
村
上
の
テ
キ
ス
ト
を
検
証
し
て
ゆ
く
が
、
現
在
判
明
し

て
い
る
限
り
で
の
村
上
の
一
九
五
八
年
ま
で
の
著
作
一
覧
を
表Ⅱ

に
示
し
た
。
表Ⅰ

と
併
せ
て
適
宜
参
照
さ
れ
た
い7

。 

吾
妻
の
テ
キ
ス
ト
と
村
上
の
テ
キ
ス
ト
の
間
に
は
、
多
く
の
固
有
名
の
一
致
が
見

ら
れ
る
。
自
身
を
モ
デ
ル
と
し
た
吾
妻
の
小
説
「
感
情
教
育
」
は
戦
前
か
ら
戦
中
を
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舞
台
と
し
て
い
る
が
、
主
人
公
章
三
郎
（
＝
吾
妻
）
は
娘
を
秋
田
に
縁
故
疎
開
さ
せ
、

そ
の
後
妻
の
由
紀8

も
遅
れ
て
秋
田
に
疎
開
、
終
戦
後
は
栃
木
県
那
須
村
へ
移
動
す
る

9

。
村
上
も
ま
た
、
家
族
を
秋
田
へ
疎
開
さ
せ
、
終
戦
後
は
栃
木
県
那
須
村
へ
移
っ
て

い
る1

0

。
さ
ら
に
、
戦
中
、
村
上
は
単
身
で
東
京
に
残
り
、
昭
和
一
九
年
（
一
九
四

四
）
に
京
橋
越
前
堀
郵
便
局
長
と
な
っ
た
。
章
三
郎
も
ま
た
作
中
で
、「
昭
和
十
九
年

十
二
月
、（
中
略
）
京
橋
の
Ｅ
郵
便
局
長
に
な
っ
た
」1

1

。
こ
こ
で
吾
妻
は
、
当
時
の

郵
便
局
が
、
局
に
必
ず
防
空
責
任
者
を
住
ま
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

彼
の
郵
便
局
の
事
務
員
は
、
局
長
代
理
の
青
年
一
人
を
除
い
て
他
は
全
員
若
い
娘
で

あ
り
、
結
局
章
三
郎
が
局
舎
の
二
階
に
住
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
、
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
盛
り
込
ん
で
い
る12

。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
一
九
六
一
年
に
村
上
が
発

表
し
た
小
説
『
霧
の
な
か
の
歌
』
に
も
登
場
し
、
京
橋
郵
便
局
長
の
娘
で
あ
る
ヒ
ロ

イ
ン
・
志
保
が
局
の
二
階
に
住
み
こ
む
こ
と
と
な
る13

。『
霧
の
な
か
の
歌
』
は
一
九

四
七
年
刊
行
の
『
霧
』
（
表Ⅱ

‐1
1

）
を
改
稿
・
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
が
、『
霧
』

に
は
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
い
。 

 

次
に
、
吾
妻
の
小
説
「
夜
光
島
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
名
は
「
登
枝
」
、
小
説
「
感
情
教
育
」

に
現
れ
る
、
主
人
公
の
娘
の
名
は
「
真
理
（
里
）
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
幼
く
し
て

亡
く
な
っ
た
村
上
の
次
女
・
三
女
の
名
と
一
致
し
て
い
る1

4

。 

（
二
）
特
異
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
致 

村
上
は
一
九
五
五
年
に
発
表
し
た
『
服
装
の
歴
史
一 

キ
モ
ノ
が
生
れ
る
ま
で
』

（
表Ⅱ

‐4
4

）
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

 

昭
和
八
年
に
結
婚
し
た
と
き
、
妻
に
ズ
ボ
ン
を
は
か
せ
て
写
真
を
と
り
、
友
人

知
己
に
結
婚
写
真
の
か
わ
り
に
送
っ
た
り
し
た
の
は
、
せ
め
て
も
の
さ
さ
や
か

な
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
だ
っ
た1

5

。 

 

こ
れ
は
昭
和
初
期
と
し
て
は
か
な
り
特
異
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
い
え
る
が
、
全
く
同
じ

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
感
情
教
育
」
に
も
あ
ら
わ
れ
る16

。 

 

写
真
屋
を
よ
ん
で
、
ズ
ボ
ン
を
は
い
た
妻
を
抱
き
し
め
て
い
る
写
真
を
と
ら
せ

た
。
若
い
写
真
屋
だ
つ
た
の
で
、
す
つ
か
り
気
を
の
ま
れ
て
指
が
震
え
、
幾
度

も
撮
り
直
し
た
の
は
滑
稽
だ
つ
た
。
章
三
郎
は
そ
れ
を
沢
山
焼
増
し
て
、
結
婚

通
知
と
と
も
に
友
人
や
親
戚
に
く
ば
つ
た1

7

。 

 

「
感
情
教
育
」
当
該
記
載
は
一
九
五
三
年
一
一
月
号
で
あ
り
、
村
上
の
『
服
装
の
歴

史
一
』
に
先
行
す
る
。
村
上
が
吾
妻
の
記
載
を
借
用
し
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、

結
婚
と
い
う
周
囲
を
巻
き
込
む
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
以
上
、実
名
で『
服
装
の
歴
史
』

を
書
い
た
村
上
が
全
く
架
空
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
他
人
か
ら
借
用
す
る
と
は
考
え
難
い
。 

 

た
だ
し
、
村
上
の
全
著
作
を
網
羅
で
き
て
い
な
い
た
め
、
一
致
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
初
出

が
ど
ち
ら
か
と
い
う
点
は
確
定
で
き
て
い
な
い
。 

 

次
に
、「
感
情
教
育
」（
表Ⅰ

‐1
2

）
に
記
さ
れ
た
、
主
人
公
章
三
郎
＝
吾
妻
の
成

育
歴
を
み
て
み
た
い
。 

 

こ
の
男
は
少
し
ま
せ
て
い
た
か
ら
、
中
学
三
年
の
と
き
に
大
杉
栄
の
追
悼
会
に

出
席
し
て
、
あ
や
う
く
検
挙
さ
れ
そ
う
に
な
り
、（
中
略
）
学
校
で
秘
密
の
回
覧

雑
誌
を
出
し
は
じ
め
、そ
れ
が
わ
か
つ
て
教
師
と
大
立
廻
り
を
演
じ
た
り
し
た
。

五
年
生
の
と
き
に
は
友
人
を
か
た
ら
つ
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
フ
リ
ー
ダ
ム
社
か
ら

ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
の
「
パ
ン
の
掠
取
」
を
取
り
よ
せ
、
訳
し
て
雑
誌
に
の
せ
た
の

が
た
た
つ
て
、
学
校
と
警
察
の
問
題
に
な
つ
た
。（
中
略
）
Ｗ
大
学
に
は
い
つ
て

経
済
学
を
専
攻
す
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
、
彼
の
思
想
は
ア
ナ
キ
ズ
ム
か
ら
マ

ル
キ
シ
ズ
ム
に
移
つ
て
い
つ
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
で
退
学
し
（
後
略
）」 
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（
一
七
六
～
一
七
七
頁
） 

 
大
杉
栄
の
追
悼
集
会
に
参
加
し
た
こ
と
、
旧
制
中
学
時
代
回
覧
雑
誌
『
処
女
林
』
を

出
し
た
こ
と
、
教
師
と
大
立
回
り
を
演
じ
た
こ
と
、
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
『
パ
ン
の
略
取
』

を
ロ
ン
ド
ン
の
フ
リ
ー
ダ
ム
社
か
ら
取
り
寄
せ
た
事
、
ス
ト
ラ
イ
キ
で
早
稲
田
第
一

高
等
学
院
を
退
学
し
た
こ
と
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
村
上
の
経
歴
と
一
致
す
る1

8

。 

 

次
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
画
家
、
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
（
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
）
に
関
す
る
両

者
の
記
載
を
み
て
み
た
い
。
村
上
は
一
九
四
三
年
に
、
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
の
伝
記

を
翻
訳
・
出
版
し
て
お
り
、
そ
の
動
機
を
小
説
に
記
し
て
い
る
。 

 

本
郷
三
丁
目
の
古
本
屋
で
、Be

r
i
l
 Be

c
k
er

の
”P

a
ul
 G
auguin

”
を
買
つ
た
。

夜
、
床
の
な
か
で
二
章
ほ
ど
よ
ん
だ
と
き
、
彼
の
胸
は
震
へ
、
眼
は
涙
で
い
つ

ぱ
い
に
な
つ
た
。（
中
略
）
健
太
郎
は
偶
然
に
も
自
分
が
ゴ
ー
ガ
ン
と
同
じ
く
三

十
五
歳
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
、
わ
が
こ
と
の
や
う
に
そ
の
衝
動
を
感
じ
た
。

（
『
霧
』
二
六
二
頁
） 

 

村
上
は
後
年
、
友
人
で
あ
っ
た
高
群
逸
枝
の
回
想
録
「
私
の
な
か
の
高
群
逸
枝
」
に

お
い
て
も
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
言
及
し
て
お
り
、
こ
れ
が
自
身
の
体
験
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る1

9

。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
ほ
ぼ
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、

吾
妻
の
テ
キ
ス
ト
に
も
見
ら
れ
る
。 

 

本
郷
三
丁
目
の
古
本
屋
で
買
っ
た
一
冊
の
伝
記
本
が
彼
の
運
命
を
変
え
る
こ
と

に
な
っ
た
。
か
れ
は
涙
を
な
が
し
て
よ
み
ふ
け
っ
た
。
株
式
精
算
人
で
あ
る
水

夫
上
り
の
男
が
、
絵
を
専
心
か
き
た
い
た
め
に
年
三
万
フ
ラ
ン
の
収
入
を
な
げ

う
つ
の
で
あ
る
。（
中
略
）
そ
の
男
が
画
家
に
な
る
た
め
に
事
業
を
棄
て
た
の
は

三
十
五
歳
の
と
き
だ
っ
た
。
章
三
郎
も
正
に
三
十
五
歳
だ
っ
た 

（「
感
情
教
育
（
一
〇
）」
一
九
二
～
一
九
三
頁
） 

 

吾
妻
は
こ
こ
で
は
画
家
の
名
前
を
直
接
的
に
記
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
後
に
続
く
段

落
に
お
い
て
、「
あ
ヽ
、
君
は
メ
ツ
ト
よ
り
ず
っ
と
優
れ
た
女
だ
。
そ
し
て
、
僕
は
ゴ

ー
ガ
ン
よ
り
幸
福
な
ん
だ
！
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
こ
れ
が
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ガ
ン
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
郷
三
丁
目
の
古
本
屋
、
三
十
五
歳
と
い
う
細
部
の

一
致
に
加
え
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
著
述
生
活
に
入
っ
た
こ
と
も
一
致
す
る
。『
霧
』

は
「
感
情
教
育
」
に
先
行
す
る
の
で
、
吾
妻
が
『
霧
』
を
参
照
し
た
可
能
性
は
残
る
。 

続
い
て
、
村
上
の
小
説
「
音
高
く
流
れ
ぬ
」
の
書
評
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て
み

た
い
。
村
上
は
一
九
七
八
年
、
か
ね
て
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
石
川
三
四
郎
の
追
悼
記

事
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

石
川
三
四
郎
は
、他
の
作
品
の
す
べ
て
を
棄
て
て
私
の
作
品
だ
け
を
と
り
あ
げ
、

三
段
ぬ
き
の
書
評
を
お
こ
な
っ
た
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
「
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン

の
『
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
』
を
思
わ
せ
る
傑
作
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
顔
か

ら
火
が
出
そ
う
な
オ
ー
バ
ー
な
讃
辞
で
あ
っ
た2

0

。 

 

こ
れ
に
先
行
す
る
吾
妻
の
テ
キ
ス
ト
「
感
情
教
育
（
八
）」（
表Ⅰ

‐2
2

）
に
も
、
章

三
郎
が
書
い
た
と
さ
れ
る
小
説
の
書
評
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。 

 
 

 

新
聞
に
批
評
を
書
い
て
く
れ
た
も
の
が
二
人
出
た
。
一
人
は
幸
徳
秋
水
や
片
山

潜
と
同
期
の
著
名
な
社
会
運
動
家
で
、
そ
れ
も
三
段
ぬ
き
に
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ

ン
の
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
と
比
較
論
評
し
て
く
れ
た
。
（
一
四
六
頁
） 

 

石
川
三
四
郎
は
著
名
な
ア
ナ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
幸
徳
秋
水
や
片
山
潜
と
同

期
の
著
名
な
社
会
運
動
家
」
で
あ
る
。
吾
妻
の
テ
キ
ス
ト
で
は
こ
の
作
品
が
『
音
高
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く
流
れ
ぬ
』
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」

と
い
う
固
有
名
の
一
致
、「
三
段
ぬ
き
」
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
、
細
部
の
一
致
が
見
ら

れ
る
。 

 

最
後
に
、
吾
妻
の
エ
ッ
セ
イ
「
き
い
た
ふ
う
」
（
表Ⅰ

‐4
3

）
に
み
ら
れ
る
吾
妻

個
人
の
情
報
に
触
れ
た
い
。
ち
な
み
に
「
き
い
た
ふ
う
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
村
上

が
自
身
の
日
記
を
基
に
し
て
書
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
小
説
『
黒
助
の
日
記
』
に
お
い

て
、
彼
の
旧
制
中
学
時
代
の
同
級
生
が
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
も
現

れ
る2

1

。
本
作
の
登
場
人
物
は
す
べ
て
実
名
で
あ
り
、
実
際
に
同
名
の
エ
ッ
セ
イ
が

存
在
し
た
可
能
性
は
高
い
。 

吾
妻
は
本
作
に
お
い
て
、
大
胆
に
自
身
の
本
業
に
つ
い
て
語
っ
て
お
り
、
主
だ
っ

た
も
の
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
四
点
と
な
る
。 

 

①
少
な
く
と
も
二
つ
の
新
聞
小
説
を
連
載
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
「
意
外 

に
好
評
で
、
そ
の
新
聞
社
始
ま
っ
て
以
来
の
成
績
だ
っ
た
と
か
で
、
半
年
の
契
約 

が
ず
っ
と
延
長
し
た
。
そ
の
た
め
季
節
は
夏
に
か
か
っ
た2

2
」。 

②
二
つ
の
新
聞
小
説
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
は
一
貫
し
て
ズ
ボ
ン
を
穿
か
せ
、
緊
縛
と
猿
ぐ 

つ
わ
の
シ
ー
ン
を
入
れ
た
。 

③
新
聞
小
説
に
映
画
化
の
話
が
あ
っ
た
が
頓
挫
し
た
。 

④
最
近
は
自
分
で
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
、
映
画
製
作
に
タ
ッ
チ
す
る
予
定
が
あ

る2
3

。 

 

①
に
関
し
て
、
村
上
は
確
か
に
こ
の
時
期
ま
で
に
少
な
く
と
も
二
つ
の
新
聞
小
説
を

書
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
つ
は
「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
」
に
昭
和
二
十
七
年
（
一
九

五
二
）
一
二
月
一
五
日
か
ら
連
載
を
開
始
し
た
「
青
線
区
域
」
で
あ
り
（
表Ⅱ

-3
2

）

2
4

、
い
ま
一
つ
は
同
紙
に
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
九
月
二
三
日
か
ら
連
載
を

開
始
し
た
「
わ
か
い
谷
間
」
で
あ
る
（
表Ⅱ

-3
8

）。「
青
線
区
域
」
は
翌
年
八
月
一
日

ま
で
、
全
二
二
八
回
連
載
さ
れ
た
。「
季
節
が
夏
に
か
か
っ
た
」
と
い
う
点
が
一
致
す

る
。
村
上
は
「
青
線
区
域
」
の
連
載
に
つ
い
て
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

新
聞
小
説
は
好
評
で
、
百
五
十
回
の
約
束
が
二
百
回
以
上
に
の
び
、（
中
略
）
社

で
も
紙
数
の
売
上
げ
が
増
し
た
と
い
う
の
で
、
次
の
連
載
を
予
約
し
て
く
れ
た

2
5

。 

 

「
半
年
の
契
約
」
と
百
五
十
回
と
い
う
回
数
も
符
合
し
、
そ
れ
が
延
長
さ
れ
た
と

い
う
点
も
一
致
し
て
い
る
。
小
説
の
内
容
は
未
調
査
で
あ
る
が
、
②
の
点
、
作
中
に

ズ
ボ
ン
姿
の
ヒ
ロ
イ
ン
や
緊
縛
・
猿
ぐ
つ
わ
が
登
場
す
る
か
ど
う
か
の
確
認
も
含
め
、

検
討
課
題
と
し
て
残
し
て
お
く
。 

③
、
④
に
関
し
て
。
村
上
の
新
聞
小
説
も
一
度
映
画
化
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
こ

と
が
確
認
で
き
、
さ
ら
に
こ
の
時
期
ま
さ
に
徳
富
蘆
花
を
主
人
公
と
し
た
映
画
の
シ

ナ
リ
オ
を
書
き
あ
げ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
以
下
は
昭
和
三
十
年
（
一
九
五

五
）
四
月
の
村
上
の
日
記
か
ら
回
想
し
た
「
私
の
な
か
の
高
群
逸
枝
３
」
に
お
け
る

記
載
で
あ
る
。 

 

一
年
ほ
ど
ま
え
か
ら
蘆
花
の
青
春
期
を
描
い
た
映
画
の
シ
ナ
リ
オ
に
と
り
か
か

っ
て
い
た
。（
中
略
）
そ
れ
以
前
に
、
前
号
で
触
れ
た
読
売
新
聞
懸
賞
小
説
の
映

画
化
が
彼
の
手
で
す
す
め
ら
れ
、
松
竹
本
社
の
重
役
会
議
は
パ
ス
し
た
の
に
、

京
都
の
会
議
で
保
留
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た
の
で
（
後
略
）2

6 

 「
前
号
で
触
れ
た
読
売
新
聞
懸
賞
小
説
」
と
は
、
一
九
四
九
年
に
佳
作
入
選
し
た

「
風
あ
る
季
節
」
（
表Ⅱ

-17

）
で
あ
り
、
村
上
は
佳
作
の
賞
金
に
満
足
し
て
「
引
き

さ
が
っ
た
」
た
め
、
実
際
は
連
載
さ
れ
て
い
な
い
。
村
上
の
記
述
に
は
齟
齬
が
あ
る
。

「
前
号
で
触
れ
た
読
売
新
聞
懸
賞
小
説
」
は
お
そ
ら
く
「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
」
に
連
載
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し
た
「
青
線
区
域
」
の
誤
り
だ
ろ
う
。
映
画
化
が
持
ち
上
が
っ
た
の
も
「
青
線
区
域
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
日
本
近
代
文
学
館
所
蔵
の
小
山
い
と
子
と
の
書
簡
に
も
こ
の
こ
と
が
見
え
る
。
一

九
五
五
年
三
月
一
三
日
付
の
小
山
か
ら
の
書
簡
に
、
蘆
花
の
シ
ナ
リ
オ
が
完
成
し
た

こ
と
を
喜
ぶ
記
述
が
あ
り
、
村
上
は
二
月
～
三
月
初
旬
に
は
映
画
化
に
む
け
た
蘆
花

の
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
あ
げ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

蘆
花
の
映
画
シ
ナ
リ
オ
の
件
も
ま
た
、
吾
妻
テ
キ
ス
ト
と
符
合
す
る
。
し
か
し
村
上

に
よ
れ
ば
、
こ
の
映
画
化
は
同
年
四
月
二
〇
日
ご
ろ
「
お
じ
ゃ
ん
」
に
な
る27

な
か

ば
誇
ら
し
げ
に
「
き
い
た
ふ
う
」
に
シ
ナ
リ
オ
の
執
筆
に
つ
い
て
記
し
た
直
後
に
頓

挫
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
彼
が
ど
ん
な
思
い
で
発
行
さ
れ
た
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』（
同

年
五
月
一
日
発
行
）
を
読
ん
だ
の
か
を
考
え
る
と
複
雑
で
あ
る
。 

（
三
）
そ
の
他
の
一
致 

一
九
六
五
年
に
発
表
さ
れ
た
村
上
の
小
説
『
娘
は
荒
野
で
』
は
、
村
上
家
族
の
、

那
須
の
開
拓
村
で
の
体
験
を
も
と
に
し
た
小
説
で
あ
る
。
そ
の
広
告
文
に
は
「『
殺
し

て
、
ね
え
殺
し
て
。
こ
ん
な
奴
隷
生
活
す
る
く
ら
い
な
ら
死
ん
だ
ほ
う
が
い
い
！
』

娘
は
荒
野
で
そ
う
叫
ん
だ
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
感
情
教
育
（
七
）
」（
表Ⅰ
‐2

0

）

に
も
、「
殺
し
て
、
ね
え
殺
し
て
。
こ
ん
な
奴
隷
生
活
す
る
く
ら
い
な
ら
死
ん
だ
ほ
う

が
い
い
。
ね
え
、
殺
し
て
よ
う
！
（
六
一
頁
）
」
と
い
う
ほ
と
ん
ど
同
じ
台
詞
が
あ
る
。

こ
の
台
詞
は
、
章
三
郎
＝
吾
妻
の
妻
、
由
紀
が
那
須
村
で
の
開
拓
生
活
を
回
想
し
、

章
三
郎
に
不
満
を
ぶ
つ
け
た
際
の
台
詞
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
発
言
の
背
景
も
村
上
の

も
の
と
一
致
し
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

そ
の
他
、
一
九
六
一
年
刊
行
の
村
上
の
小
説
『
霧
の
な
か
の
歌
』
に
初
出
す
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
と
、「
感
情
教
育
」
に
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
致
が
複
数
み
ら
れ
る
。
郵

便
局
に
住
み
こ
む
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
一
致
し
て
い
る
点
は
先
に
触
れ
た
が
、
そ
の
他
に

も
複
数
み
ら
れ
、
主
だ
っ
た
二
つ
を
以
下
に
掲
げ
る
。 

『
霧
の
な
か
の
歌
』
に
お
い
て
、
村
上
を
モ
デ
ル
と
し
た
登
場
人
物
、
友
岡
が
、

編
集
長
を
務
め
る
出
版
社
に
て
フ
レ
イ
ザ
ー
『
金
枝
篇
』
全
訳
の
出
版
を
企
画
す
る

も
の
の
頓
挫
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
が
、
全
く
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
感

情
教
育
」
に
も
現
れ
、
翻
訳
者
に
支
払
っ
た
生
活
費
の
額
ま
で
一
致
し
て
い
る3

0

。 

村
上
は
一
九
四
〇
年
か
ら
三
年
間
、
当
時
東
京
都
千
代
田
区
神
田
、
日
本
教
育
会

館
に
所
在
し
た
興
風
館
出
版
部
に
総
務
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
お

り
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
興
風
館
時
代
の
体
験
を
基
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る3

1

。 

次
に
、
戦
時
下
の
防
空
壕
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
霧
の
な
か
の

歌
』
で
は
、
当
時
、
各
家
庭
の
防
空
壕
に
蓋
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
が
、

資
材
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
強
制
疎
開
で
引
き
倒
さ
れ
た
建
物
か
ら
資
材
を
調
達

し
た
と
い
う
。
同
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
詳
細
な
描
写
を
交
え
て
「
感
情
教
育
（
九
）」

に
み
え
る3

2

。 

以
上
、
吾
妻
と
村
上
の
テ
キ
ス
ト
の
一
致
に
つ
い
て
、
主
だ
っ
た
も
の
を
挙
げ
た
。

吾
妻
の
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、村
上
の
既
発
表
作
品
だ
け
で
は
な
く
、

当
時
未
発
表
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
村
上
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
も
一
致
し
て
お

り
、
一
致
は
相
互
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
い
ち
い
ち
取
り
上
げ
る
こ
と

は
し
な
い
が
、
例
え
ば
『
霧
の
な
か
の
歌
』
の
重
要
人
物
の
苗
字
と
「
夜
光
島
」
の

ヒ
ロ
イ
ン
の
苗
字
が
一
致
す
る
な
ど
、
微
細
な
一
致
は
こ
の
他
に
大
量
に
発
見
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
未
だ
す
べ
て
の
村
上
の
著
作
を
調
査
で
き
て
い
な
い
が
、
調
査
が

進
め
ば
、
さ
ら
に
一
致
の
件
数
は
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

こ
れ
ほ
ど
多
数
の
一
致
を
み
れ
ば
、
吾
妻
は
村
上
本
人
か
、
少
な
く
と
も
村
上
に
公

私
と
も
に
非
常
に
近
い
人
物
だ
と
断
定
で
き
る
。
仮
に
吾
妻
を
村
上
の
関
係
者
だ
と

す
る
な
ら
ば
、
彼
は
村
上
の
著
作
を
知
り
抜
き
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
縦
横
無
尽
に
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
し
、
わ
ざ
わ
ざ
固
有
名
ま
で
克
明
に
一
致
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
意
図
を
あ
え
て
類
推
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
物
は
吾
妻
を
村
上
だ
と
誤
解
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さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
時
の
村
上
は
、『
音
高

く
流
れ
ぬ
』『
女
に
つ
い
て
』
な
ど
を
上
梓
し
て
い
た
も
の
の
、『
服
装
の
歴
史
』
は

未
発
売
、
い
ま
だ
文
壇
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
は
言
い
難
い
時
期
で
あ
っ
た3

3

。

そ
ん
な
彼
に
注
目
し
、
す
べ
て
の
著
作
を
読
み
、
そ
れ
を
加
工
し
て
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』

誌
上
に
発
表
す
る
人
物
が
い
た
と
は
想
定
し
難
い
。 

前
述
の
通
り
、
村
上
の
著
作
は
網
羅
で
き
て
い
な
い
た
め
、
先
後
関
係
に
つ
い
て

は
今
後
覆
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
膨
大
な
量
で
一
致
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
吾
妻
新
の
正
体
は
村
上
信
彦
本
人
で
あ
る
と
見
な
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

（
四
）
村
上
信
彦
に
と
っ
て
の
吾
妻
新
と
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』 

 

村
上
が
吾
妻
新
と
し
て
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
寄
稿
し
て
い
た
一
九
五
三
年
か
ら
一

九
五
六
年
は
、
彼
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
時
期
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

村
上
は
戦
後
身
を
寄
せ
て
い
た
栃
木
県
那
須
地
方
の
開
拓
村
か
ら
上
京
し
た
一
九

四
九
年
、
出
版
事
業
の
失
敗
に
よ
り
莫
大
な
負
債
を
背
負
う
身
と
な
り3

4

、
経
済
的

に
非
常
に
困
窮
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た3

5

。
一
九
五
二
年
頃
に
な
っ
て
も
未
だ
負

債
の
返
済
に
追
わ
れ
つ
つ
、『
探
偵
実
話
』
に
「
書
き
た
く
も
な
い
」
推
理
小
説
を
寄

せ
た
り
、
懸
賞
論
文
を
書
い
た
り
し
て
糊
口
を
凌
い
で
い
た
ら
し
い
。「
私
の
中
の
高

群
逸
枝
」
所
引
の
、
一
九
五
二
年
一
月
四
日
付
村
上
の
日
記
に
は
、
当
時
の
心
境
が

率
直
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 

貧
乏
が
、
あ
ま
り
に
も
激
し
い
貧
乏
が
俺
の
生
を
食
い
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。

い
ま
一
度
、
こ
の
生
を
や
り
直
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
…
眼
を
閉
じ
る
と
偉
大

な
夢
を
豊
か
に
約
束
さ
れ
て
い
た
青
春
時
代
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
か
ぶ
。
長

生
き
し
た
い
。
絶
対
に
長
生
き
し
た
い
。 

 

そ
の
後
も
厳
し
い
生
活
が
続
く
が
、「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
」
紙
に
「
青
線
区
域
」
を
連
載

す
る
こ
と
と
な
り
、「
貧
乏
に
階
段
が
あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
階
段
を
い
く
つ
か
上
っ
た

の
で
あ
っ
た
」（
二
一
頁
）。
さ
ら
に
一
九
五
三
年
、
講
談
社
か
ら
『
女
に
つ
い
て
』

を
平
易
な
文
章
に
改
め
た
『
ゆ
が
め
ら
れ
た
性
』
を
出
版
す
る
こ
と
が
決
ま
り
（
一

九
五
四
年
刊
行
）、村
上
の
生
活
に
も「
長
い
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
出
口
が
見
え
て
き
た
」

と
い
う3

6

。
し
か
し
依
然
と
し
て
莫
大
な
負
債
が
存
在
し
、「
日
々
金
が
要
る
と
い
う

現
実
を
避
け
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
金
は
切
実
に
欲
し
か
っ
た
」。
吾
妻
が
『
奇
譚
ク

ラ
ブ
』
に
登
場
す
る
一
九
五
三
年
三
月
と
い
う
時
期
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に
相
当

す
る
。 

同
時
期
に
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
寄
稿
し
て
い
た
飯
田
豊
一
は
、
当
時
の
同
誌
の
原

稿
料
に
つ
い
て
、
「
た
し
か
一
枚
三
〇
〇
円
」
で
あ
り
、
「
予
想
外
に
多
い
金
額
」

だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る37

。
村
上
は
一
九
五
三
年
か
ら
お
よ
そ
三
年
に
渡
り
、
毎
号

一
〇
～
二
五
頁
程
度
の
原
稿
を
書
き
続
け
て
お
り
、
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
は
彼
に
毎
月

三
〇
〇
〇
円
～
七
五
〇
〇
円
以
上
の
収
入
を
も
た
ら
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
『
奇

譚
ク
ラ
ブ
』
は
苦
し
い
時
代
の
村
上
を
経
済
的
に
支
え
た
わ
け
で
あ
る
。 

し
か
し
村
上
は
、
た
だ
露
命
を
つ
な
ぐ
た
め
に
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
寄
稿
し
た
の

で
は
な
い
。
村
上
は
吾
妻
名
義
で
の
執
筆
活
動
に
つ
い
て
「
こ
れ
が
普
通
の
雑
誌
だ

っ
た
ら
決
し
て
そ
ん
な
熱
意
は
起
ら
な
い
の
だ
が
、
本
誌
に
か
ぎ
っ
て
そ
う
で
な
い

と
こ
ろ
を
み
る
と
、
や
は
り
私
が
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
だ
か
ら
な
ん
だ
と
思
う
。
だ
か
ら

私
は
本
誌
に
限
っ
て
、
求
め
に
応
じ
て
か
く
の
で
は
な
く
、
か
か
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る38

。
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
は
彼
に
と
っ
て
特
別
な
存
在

で
あ
り
、
さ
さ
や
か
な
事
件
に
よ
っ
て
沈
黙
す
る
ま
で
、
彼
は
熱
意
を
も
っ
て
同
誌

に
寄
稿
を
続
け
て
い
た
と
み
て
よ
い39

。 

吾
妻
の
著
作
群
は
、
サ
デ
ィ
ス
ト
の
立
場
か
ら
、
自
身
の
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
な
性
癖

を
赤
裸
々
に
つ
づ
っ
た
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
彼
が
活
躍
し
た
一
九
五
〇
年
代
当
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時
、
サ
デ
ィ
ス
ト
は
未
だ
犯
罪
者
や
異
常
者
と
同
一
視
さ
れ
て
い
た
た
め
、
村
上
が

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
を
匿
名
で
書
い
た
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
村
上
は
無
防
備
と
も
い
え
る
ほ
ど
多
く

の
個
人
情
報
を
作
品
内
に
取
り
込
ん
で
お
り
、
彼
を
知
る
者
が
読
め
ば
、
吾
妻
新
が

村
上
信
彦
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
現
に
彼
は
「
感
情
教

育
（
十
一
）
」
（
表Ⅰ
‐3

0

）
に
お
い
て
、
「
あ
の
小
説
の
第
一
回
が
の
っ
た
と
き
、

こ
れ
は
君
の
こ
と
だ
ろ
う
と
当
て
た
友
人
が
す
で
に
い
る
ん
だ
」
と
章
三
郎
に
語
ら

せ
て
い
る
し4

0

、「
類
似
誌
の
編
集
長
が
私
の
友
人
を
介
し
て
会
い
た
い
と
申
し
こ
ん

で
き
た
」
と
も
書
い
て
い
る4

1

。
少
な
く
と
も
親
し
い
友
人
の
何
人
か
に
は
、
村
上

が
吾
妻
で
あ
る
こ
と
は
早
い
段
階
で
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。 

村
上
の
無
防
備
さ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
彼
が
常
に
自
身
の
体
験
を
詳
細
に
描

写
し
つ
つ
創
作
を
行
な
う
タ
イ
プ
の
作
家
だ
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
「
孤
独
の
広
場
」

（
表Ⅰ

-4
1

）
に
お
い
て
彼
は
、
「
僕
に
は
現
実
か
ら
全
く
遊
離
し
た
も
の
を
か
け
な

い
性
質
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
、
彼
は
小
説
家
と
し
て
も
多
く
の
作
品

を
残
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
自
身
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
彼
の

日
記
を
基
に
構
想
さ
れ
た
「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
小
説
」『
黒
助
の
日
記
』
の
場
合
、
登
場

人
物
は
主
人
公
の
黒
助
＝
村
上
以
外
す
べ
て
実
名
で
登
場
す
る
。「
書
き
た
く
も
な
い
」

推
理
小
説
に
す
ら
、
疎
開
先
で
あ
っ
た
那
須
の
開
拓
村
を
登
場
さ
せ
た
り
、
彼
が
郵

便
局
長
を
務
め
て
い
た
際
に
見
聞
き
し
た
で
あ
ろ
う
切
手
取
引
に
つ
い
て
描
い
た
り

し
た
も
の
な
ど
が
あ
る4
2

。
一
見
不
要
と
思
え
る
個
人
情
報
の
書
き
込
み
は
、
自
ら

を
創
作
の
糧
に
す
る
ス
タ
イ
ル
が
「
感
情
教
育
」
や
「
夜
光
島
」
に
お
い
て
も
貫
か

れ
た
結
果
と
い
え
よ
う
。「
夜
光
島
」
は
同
じ
く
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
の
常
連
投
稿
者
で

あ
っ
た
古
川
裕
子
を
モ
デ
ル
と
し
た
空
想
上
の
物
語
で
あ
る
が
、
そ
の
舞
台
と
な
っ

た
佐
渡
は
村
上
の
妻
昌
子
の
出
身
地
で
あ
り
、
か
つ
て
、
村
上
は
実
際
に
佐
渡
へ
の

移
住
を
夢
見
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
、
小
山
い
と
子
と
の
書
簡
に
み
え
る4

3

。 

し
か
し
な
が
ら
、
村
上
が
匿
名
性
に
そ
れ
ほ
ど
拘
ら
な
か
っ
た
最
も
大
き
な
理
由

は
、
お
そ
ら
く
彼
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
の
特
質
に
あ
る
。
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、

彼
は
ジ
キ
ル
と
ハ
イ
ド
―
―
村
上
の
好
ん
だ
表
現
で
あ
る
が
―
―
の
よ
う
に
、
女
性

解
放
論
者
と
し
て
の
表
の
顔
と
、
サ
デ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
裏
の
顔
を
使
い
分
け
て
い

た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、
村
上
は
自

身
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
女
性
解
放
論
が
矛
盾
す
る
も
の
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
事
実
彼

の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
は
彼
の
女
性
論
・
服
装
論
と
矛
盾
な
く
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
匿
名
で
書
か
れ
た
内
容
を
世
に
「
暴
露
」
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
躊
躇
が
あ
っ
た
も
の
の
、
村
上
の
吾
妻
新
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
を
熟
読
す

る
に
つ
れ
考
え
が
変
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
は
彼
の
女
性
史
研

究
の
重
要
な
一
部
で
あ
り
、
両
者
を
一
体
と
し
て
論
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
し
、

ま
た
彼
も
そ
れ
を
望
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
村
上
は

「
き
い
た
ふ
う
」
に
お
い
て
、
自
分
が
サ
デ
ィ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を
告
白
し
な
い
の

は
、「
じ
ぶ
ん
に
恥
ず
る
の
で
は
な
」
く
、「
解
き
ほ
ぐ
す
に
由
の
な
い
世
間
の
圧
力

の
た
め
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
わ
た
し
は
訴
え
る
」
や
「
孤
独
の
広
場
」

に
お
い
て
は
、
サ
デ
ィ
ス
ト
、
マ
ゾ
ヒ
ス
ト
に
対
す
る
世
間
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
て

多
く
筆
が
割
か
れ
、
こ
れ
ら
の
偏
見
に
対
す
る
憤
り
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
彼
は

自
身
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
恥
じ
て
は
い
な
い
。
匿
名
で
執
筆
す
る
の
は
あ
く
ま
で
社
会

の
圧
力
の
た
め
で
あ
る
。 

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
は
「
愛
情
と
平
和
の
心
理
と
し
て
の
サ

デ
ィ
ズ
ム
を
信
じ
、
実
行
し
」
て
い
た44

。
「
私
は
サ
デ
イ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら
、

不
合
理
な
残
虐
や
犯
罪
的
な
観
念
を
追
い
出
し
た
い
と
常
に
ね
が
つ
て
い
る
一
人
で

す
」
と
述
べ
、
現
状
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
が
残
虐
な
犯
罪
者
を
含
む
こ
と
を
踏
ま
え
た
上

で
、
こ
れ
ら
を
サ
デ
ィ
ズ
ム
か
ら
切
り
離
し
、
新
し
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
概
念
を
打
ち
立

て
よ
う
と
し
て
い
る
様
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
吾
妻
新
の
テ
キ
ス
ト
全
編
に
わ
た

る
基
本
的
な
態
度
で
あ
る
。 

彼
は
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
人
間
の
近
代
化
の
文
脈
で
語
り
、
そ
れ
は
彼
の
村
上
と
し
て
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の
業
績
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
以
下
、
村
上
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
が
い

か
な
る
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
い
か
に
彼
の
女
性
解
放
論
が
読
み
直
し
可
能
か
と
い
う

点
に
つ
い
て
、
章
を
改
め
て
論
じ
た
い
。 

三 

村
上
信
彦
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論 

（
一
）
近
代
化
さ
れ
た
サ
デ
ィ
ズ
ム 

ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
村
上
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
は
、
彼
の
『
明
治
女

性
史
』
と
同
時
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
村
上
は
『
明
治
女

性
史
』
上
巻
に
お
い
て
、
本
書
の
構
想
は
昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
に
ほ
ぼ
固
ま

っ
た
と
述
べ
て
い
る46

。
こ
の
こ
と
は
吾
妻
の
「
明
治
時
代
の
新
聞
覚
え
書
」
シ
リ

ー
ズ
が
明
ら
か
に
『
明
治
女
性
史
』
執
筆
の
た
め
の
余
滴
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ

け
ら
れ
る
。
か
つ
て
村
上
が
本
書
に
よ
っ
て
「
女
の
全
生
活
史
」
を
提
唱
し
た
際
、

井
上
耀
子
氏
は
村
上
の
『
明
治
女
性
史
』
を
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
登
場
し

た
新
し
い
視
角
の
潮
流
と
見
た
。
氏
は
「
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
と
生
き
が
い
論
が
マ
ス

コ
ミ
を
に
ぎ
わ
す
時
代
に
至
っ
て
構
想
さ
れ
た
女
性
史
が
、「
解
放
」
を
主
導
理
念
と

す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
逞
し
い
生
き
方
」
や
「
人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
着

目
し
た
「
女
の
全
生
活
」
の
記
録
で
あ
っ
た
の
は
、
少
し
も
不
思
議
で
は
な
い4

7

」

と
述
べ
て
い
る
。『
明
治
女
性
史
』
は
刊
行
当
時
流
行
し
て
い
た
社
会
史
や
民
衆
史
と

い
っ
た
視
角
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
ば
し
ば
「
解
放
史
」
へ
の
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
不
十
分
な
理
解
で
あ
る
。

『
明
治
女
性
史
』
は
村
上
の
経
済
的
問
題
に
よ
り
刊
行
が
遅
れ
た
が
、
彼
は
一
九
五

〇
年
代
、
経
済
的
貧
困
の
さ
な
か
、
む
し
ろ
「
解
放
史
」
の
隆
盛
に
先
行
す
る
形
で

自
身
の
女
性
史
を
構
想
し
、
同
時
に
特
異
な
サ
デ
ィ
ズ
ム
擁
護
論
を
完
成
さ
せ
た
。

二
〇
年
と
い
う
長
い
期
間
に
村
上
の
思
考
が
変
化
し
て
い
な
い
は
ず
は
な
く
、『
明
治

女
性
史
』
は
一
九
五
〇
年
代
当
時
の
彼
の
思
想
を
完
璧
に
保
証
す
る
も
の
で
は
も
ち

ろ
ん
な
い4

9

。
し
か
し
彼
が
一
九
四
七
年
に
発
表
し
た
『
女
に
つ
い
て
』
に
お
い
て

ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
女
性
論
を
示
し
、
彼
の
後
年
の
主
張
の
多
く
が
す
で
に
出
そ
ろ
っ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
明
治
女
性
史
』
を
村
上
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
と
比
較
す

る
こ
と
は
あ
な
が
ち
不
当
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
言
え
な
い
だ
ろ
う5

0

。 

 

現
代
に
お
い
て
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
は
加
虐
的
な
性
的
嗜
好
を
好
む
「
異
常
な
」
心

理
、
ま
た
攻
撃
的
な
人
格
を
指
す
精
神
医
学
の
用
語
と
し
て
の
定
義
に
加
え
、「
正
常

な
」
人
々
に
お
い
て
も
、
性
格
の
傾
向
な
ど
、
よ
り
広
範
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
る
概

念
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
村
上
が
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
論
じ
た
一
九
五
〇
年
代
に
お
い

て
は
、
児
童
虐
待
か
ら
性
犯
罪
、
猟
奇
殺
人
、
歴
史
上
の
刑
罰
、
殺
戮
に
至
る
ま
で

の
多
種
多
様
な
残
虐
行
為
が
す
べ
て
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
名
で
呼
ば
れ
、「
残
虐
行
為
の
ご

み
捨
て
場
」
の
観
を
呈
し
て
お
り51

、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
異
常
者
」
と
し
て
ひ
と

ま
と
め
に
さ
れ
て
い
た
。 

か
つ
て
筆
者
は
、
現
在
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
概
念
の
拡
大
・
大
衆
化
の
端
緒
は
、
ま
さ

に
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
誌
上
の
村
上
＝
吾
妻
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
に
あ
っ
た
と
簡
略
に
論

じ
た52

。
彼
の
議
論
は
当
時
と
し
て
は
画
期
的
で
あ
り
、
そ
の
後
の
日
本
の
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
ィ
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
す
る
彼

の
貢
献
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
触
れ
ず
、
彼
の
女
性
論
、
特
に
『
明
治
女
性
史
』
と

の
関
連
に
絞
っ
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
下
、
前
稿
を
要
約
す
る
形
で
、
彼
の

提
唱
し
た
近
代
化
さ
れ
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
概
要
を
確
認
し
た
い
。 

村
上
は
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
い
て
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
語
源
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の

サ
ド
侯
爵
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、「
被
害
者
」
の
同
意
無
く
、
相
手
を
肉
体
的
に
傷

付
け
、
殺
傷
す
る
な
ど
の
「
残
酷
さ
が
生
命
」
で
あ
る
加
虐
の
実
践
は
、
古
い
サ
デ

ィ
ズ
ム
で
あ
り
、
真
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
真
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
と

は
、
男
女
同
権
の
対
等
関
係
を
前
提
と
し
た
精
神
的
な
被
虐
・
加
虐
関
係
で
あ
る
と

し
、
こ
れ
を
近
代
化
さ
れ
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
位
置
付
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
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サ
デ
ィ
ズ
ム
は
、「
寝
室
に
限
定
さ
れ
」
、「
肉
体
的
苦
痛
よ
り
心
理
的
苦
悩
」、「
拷
問

で
は
な
く
折
檻
で
あ
り
、
惨
酷
で
は
な
く
て
凌
辱
」
を
重
視
す
る
。
そ
し
て
、「
刹
那

的
衝
動
的
で
な
く
、日
常
生
活
に
採
り
入
れ
て
永
続
さ
せ
る
」必
要
が
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
村
上
は
、「
残
虐
行
為
の
ご
み
捨
て
場
」
で
あ
っ
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
性
的
な
も

の
の
み
に
限
定
し
、合
意
を
前
提
と
す
る
こ
と
で
、「
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
か
ら
、

不
合
理
な
残
虐
や
犯
罪
的
な
観
念
を
追
い
出
」
し
、
対
等
な
近
代
的
夫
婦
に
よ
る
性

の
遊
戯
に
落
と
し
込
も
う
と
し
た
。 

夫
婦
間
に
お
け
る
対
等
関
係
は
、
戦
後
、
高
橋
鐡
ら
に
よ
っ
て
「
快
楽
の
平
等
」

と
い
う
形
で
ま
ず
展
開
し
て
い
た53

。
こ
れ
ま
で
不
可
視
で
あ
っ
た
妻
の
快
楽
が
発

見
さ
れ
、
彼
女
た
ち
に
男
と
同
等
に
快
楽
を
感
じ
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

ら
れ
始
め
た
の
が
、
戦
後
か
ら
一
九
五
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。 

し
か
し
、
こ
の
快
楽
の
平
等
主
義
は
、
あ
く
ま
で
男
性
が
主
体
と
な
り
、「
性
愛
技

戯
」
に
よ
っ
て
女
た
ち
を
「
救
う
」
と
い
う
男
性
本
位
の
価
値
観
に
支
配
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た54

。
こ
れ
ら
は
現
実
生
活
に
お
け
る
男
性
の
主
導
権
を
温
存
し
つ
つ
、

寝
室
で
の
み
見
せ
か
け
の
「
平
等
」
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

村
上
が
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
を
通
じ
て
主
張
し
た
男
女
平
等
は
、
現
実
生
活
で
の
対
等
関

係
に
よ
っ
て
、
逆
に
寝
室
で
の
不
平
等
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
言
え
、
当

時
社
会
に
浸
透
し
つ
つ
あ
っ
た
快
楽
の
平
等
主
義
と
は
一
線
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。

村
上
は
、「
感
情
教
育
」
に
お
い
て
、
従
順
で
古
風
な
属
性
を
持
っ
て
い
た
ヒ
ロ
イ
ン
・

由
紀
を
、
自
律
的
な
女
性
へ
と
「
教
育
・
啓
蒙
」
し
た
後
に
、
初
め
て
サ
デ
ィ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
遊
戯
へ
と
誘
う
。「
啓
蒙
さ
れ
た
」
由
紀
は
「
感
情
教
育
（
七
）」（
表Ⅰ

-20

）

で
以
下
の
よ
う
に
語
る
。 

 

私
は
長
年
に
わ
た
つ
て
夫
か
ら
、
平
等
の
観
念
を
植
え
付
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

い
ま
で
は
そ
れ
が
私
た
ち
の
幸
福
の
い
ち
ば
ん
大
切
な
前
提
だ
つ
た
と
い
う
こ

と
を
悟
つ
て
い
ま
す
。
（
五
三
〜
五
四
頁
） 

パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
に
響
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
夫
婦
間
の
完
全
な
、
あ
る
い

は
完
全
に
近
い
平
等
の
意
識
が
な
け
れ
ば
、
女
は
安
心
し
て
こ
の
種
の
遊
び
に

溶
け
こ
む
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
（
六
四
頁
） 

 

村
上
が
構
想
し
、
ま
た
実
践
し
た
で
あ
ろ
う
対
等
な
夫
婦
関
係
は
、
同
時
期
に
川
島

武
宜
が
論
じ
た
「
民
主
的
家
族
」
と
共
通
の
基
盤
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
川
島
は
「
民

主
的
＝
近
代
的
な
社
会
関
係
の
特
質
」
と
は
、「
人
が
自
ら
の
行
動
に
つ
い
て
自
主
的

に
判
断
し
決
定
す
る
こ
と
と
、
そ
の
必
然
的
な
他
の
一
面
と
し
て
の
人
間
人
格
の
相

互
的
な
尊
重
」
で
あ
る
と
し
た55

。
村
上
は
こ
の
よ
う
な
自
律
的
な
男
女
間
の
愛
情

行
為
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
近
代
化
さ
れ
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
構
想
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
対
等
関
係
は
、夫
婦
関
係
の
み
な
ら
ず
親
子
関
係
に
も
適
用
さ
れ
る
。

川
島
は
続
け
て
人
身
売
買
に
つ
い
て
言
及
す
る
。 

 

儒
教
的
倫
理
は
、
子
を
売
っ
て
醜
業
に
従
事
さ
せ
る
親
の
「
自
由
」
を
み
と
め

る
（
中
略
）。
こ
こ
で
は
親
子
や
夫
婦
の
関
係
は
、
一
方
的
な
支
配
と
一
方
的
な

服
従
の
関
係
、
一
方
が
権
利
の
み
を
有
し
他
方
は
義
務
の
み
を
負
う
関
係
で
あ

り
、
両
者
が
互
い
に
「
権
利
」
を
も
ち
「
義
務
」
を
負
う
と
い
う
関
係
で
は
な

い56

。 

 

『
明
治
女
性
史
』
に
お
い
て
、
村
上
は
ま
さ
に
川
島
と
同
じ
論
理
で
、
親
に
よ
る
人

身
売
買
が
儒
教
的
倫
理
観
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
、
あ
ま
つ
さ
え
「
孝
」
と
し
て
称

賛
さ
れ
さ
え
し
た
社
会
構
造
を
激
し
く
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
双
方
が
民
主
的
で
平

等
な
関
係
を
基
礎
と
し
て
、
相
互
に
権
利
と
義
務
を
負
う
な
ら
、
さ
ら
に
、
相
互
に

支
配
と
服
従
の
関
係
に
合
意
す
る
な
ら
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
も
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、
村
上
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
と
封
建
制
批
判
は
対
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。 
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（
二
）
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
「
馴
致
」 

サ
デ
ィ
ズ
ム
を
分
断
し
、
病
か
ら
遊
戯
へ
と
転
換
さ
せ
よ
う
と
し
た
村
上
で
あ
る

が
、
し
か
し
な
が
ら
彼
は
、
犯
罪
心
理
と
し
て
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
遊
戯
と
し
て
の
サ

デ
ィ
ズ
ム
を
強
固
に
連
続
的
に
捉
え
て
い
た
。
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
初
め
て
定
義
し
た
ク

ラ
フ
ト
＝
エ
ビ
ン
グ
や
、
村
上
が
し
ば
し
ば
引
用
し
た
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
ら
と

同
様
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
彼
は
極
め
て
平
凡
に
、
こ
れ
を
人
間
の
「
原
始
的
本
能
」

と
み
な
し
た
。
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
、「
古
代
か
ら
あ
り
、
現
代
に
も
ど
こ
に
で
も
あ
る
極

め
て
あ
り
ふ
れ
た
抑
圧
衝
動
の
変
型
」
で
あ
り
、「
だ
か
ら
軍
隊
や
警
察
や
戦
場
の
よ

う
に
、
あ
る
条
件
が
与
え
ら
れ
る
と
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
人
間
に
、
程
度
の
差
こ
そ

あ
れ
復
活
」
す
る
と
す
る
。
つ
ま
り
村
上
は
、
人
間
は
全
員
潜
在
的
に
サ
デ
ィ
ズ
ム

と
い
う
本
能
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
と
は
非
対
称
に
こ
れ
を
と
ら
え

て
い
た
。 

 

か
な
し
い
こ
と
に
こ
の
種
の
衝
動
は
、
教
養
や
節
度
を
も
っ
た
人
間
に
も
、
高

い
思
想
や
正
義
感
の
持
主
に
も
残
存
し
て
い
る
の
で
す
。
暴
力
を
好
ま
ず
、
弱

者
を
虐
げ
る
も
の
に
義
憤
を
か
ん
じ
、
男
女
の
平
等
を
真
剣
に
求
め
る
も
の
に

す
ら
、
有
り
え
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
性
衝
動
だ
か
ら
で
す57

。 

 ま
さ
に
村
上
自
身
を
省
み
て
の
発
言
で
あ
る
。
村
上
は
自
叙
伝
的
小
説
で
あ
る
『
音

高
く
流
れ
ぬ
』
、
『
黒
助
の
日
記
』
に
お
い
て
、
少
年
時
代
の
同
性
愛
傾
向
や
、
強
い

性
欲
に
苦
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
触
れ
、
エ
リ
ス
の
『
性
の
心
理
』
や
ク
ラ
フ
ト
＝
エ

ビ
ン
グ
の
『
性
的
精
神
病
質
』
を
熟
読
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
村
上
名
義
の
こ
の
小

説
で
彼
は
サ
デ
ィ
ズ
ム
に
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
彼
の
悩
み
の
中
に
は
、

自
身
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
的
傾
向
に
関
す
る
も
の
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
抑
え
が
た
い
こ
の
衝
動
が
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
本
能
と
み
る
視
角
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
ろ
う
。
村
上
は
さ
ら
に
、
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
を
引
き
つ
つ
、
親
子
間
の
サ
デ

ィ
ズ
ム
、
会
社
や
学
校
に
お
け
る
上
下
関
係
、
幼
年
時
代
の
遊
戯
、
闘
争
的
な
あ
ら

ゆ
る
面
に
お
け
る
競
争
、
そ
し
て
家
父
長
制
や
夫
権
、
嫁
い
び
り
な
ど
も
す
べ
て
明

ら
か
な
「
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
変
形
」
で
あ
る
と
す
る58

。 

し
た
が
っ
て
彼
は
、「
だ
か
ら
問
題
は
、
人
が
ど
ん
な
欲
望
を
も
っ
て
い
る
か
で
は

な
く
、
社
会
的
に
行
為
と
し
て
現
れ
た
場
合
で
あ
る
」
と
し
て
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
が
発

露
す
る
社
会
的
条
件
を
重
視
す
る
。
村
上
は
「
私
は
訴
え
る
」
（
表Ⅰ

-31

）
に
お
い

て
戦
後
の
少
年
犯
罪
と
売
春
風
俗
の
激
増
に
つ
い
て
触
れ
、「
今
日
の
日
本
社
会
は
、

す
べ
て
の
人
間
を
変
質
化
す
る
条
件
を
備
え
て
い
る59

」
と
し
て
こ
れ
ら
を
非
常
に

危
険
視
す
る
。
変
質
化
と
は
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
が
発
露
し
、「
異
常
」
な
反
社
会
的
行
動

に
導
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
。 

 

村
上
が
「
サ
ド
は
真
の
サ
デ
ィ
ス
ト
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
サ

デ
ィ
ズ
ム
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
。
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
サ
ド
以
前
か
ら
普
遍
的
に
人
間

社
会
に
存
在
す
る
本
能
で
あ
り
、
サ
ド
は
そ
れ
を
表
出
さ
せ
て
著
名
に
な
っ
た
人
物

に
過
ぎ
な
い
。
彼
が
サ
ド
に
関
し
て
、「
サ
ー
ド
は
の
ち
に
シ
ャ
ラ
ン
ト
ン
の
癲
狂
院

で
死
ん
だ
典
型
的
な
変
質
者
だ
が
、
そ
れ
を
助
長
し
た
の
は
な
が
い
投
獄
生
活
の
た

め
で
あ
る
。
獄
中
の
抑
圧
は
空
想
の
な
か
に
爆
発
し
た60

」
と
述
べ
て
い
る
点
は
注

目
に
値
す
る
。
村
上
は
サ
ド
で
さ
え
も
、
そ
の
加
虐
性
を
生
来
の
も
の
と
解
さ
ず
、

社
会
的
条
件
の
影
響
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。 

村
上
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
は
、
な
ぜ
彼
が
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
い
う
概
念
に
こ
こ
ま
で
こ

だ
わ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
奇
妙
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
逆
に
残
虐
行

為
に
限
定
し
、
自
ら
の
行
為
を
サ
デ
ィ
ズ
ム
か
ら
離
脱
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず

だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
彼
が
こ
れ
を
最
後
ま
で
手
放
さ
な
か
っ
た
の
は
、
サ
デ
ィ

ズ
ム
が
普
遍
的
に
存
在
す
る
本
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
家
父
長
制
の
維
持
に
貢
献
し

て
お
り
、
し
た
が
っ
て
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
「
馴
致
す
る
」
こ
と
こ
そ
が
、
当
時
の
日
本

社
会
に
と
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
村
上



12 

 

が
近
代
化
さ
れ
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
「
愛
と
平
和
の
心
理
」
と
評
し
た
理
由
も
こ
の
点

に
あ
る
。 

 
猛
獣
は
弾
で
撃
ち
殺
せ
る
が
、
す
べ
て
の
人
間
に
潜
在
す
る
本
能
を
殺
す
武
器

は
な
い
の
だ
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
暗
い
抑
圧
の
世
界
に
追
い
や
っ
て
、
社

会
的
に
危
険
な
爆
発
薬
に
転
化
さ
せ
る
よ
り
も
、
個
個
人
の
性
生
活
の
な
か
で

無
害
に
発
散
ま
た
は
昇
華
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い61

。 

 

サ
デ
ィ
ズ
ム
は
馴
ら
し
が
た
い
不
死
身
の
猛
獣
で
あ
る
。
村
上
に
と
っ
て
、
多
く
の

犯
罪
・
社
会
問
題
の
淵
源
は
サ
デ
ィ
ズ
ム
に
あ
っ
た
。
こ
の
野
蛮
な
原
始
的
本
能
を

抑
圧
す
る
だ
け
で
は
、
社
会
に
危
険
な
「
爆
発
薬
」
を
内
包
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

う
で
は
な
く
て
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
個
人
の
性
生
活
に
限
定
し
飼
い
な
ら
す
こ
と
、
サ

デ
ィ
ズ
ム
を
「
馴
致
す
る
」
こ
と
こ
そ
が
、
現
代
の
様
々
な
犯
罪
、
悲
劇
を
抑
止
す

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
村
上
は
以
下
の
よ
う
に
言
う
。 

 

文
明
は
、
過
去
に
は
危
険
で
あ
っ
た
原
始
的
本
能
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
馴
致
し
変
形

し
、
て
な
ず
け
て
き
た
。（
中
略
）
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
馴
致
こ
そ
は
僕
ら
に
残
さ
れ

た
現
代
の
い
ち
ば
ん
大
き
い
課
題
で
あ
る62

。 

 

村
上
の
い
う
「
文
明
」
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
人
間
の
理
性
と
意
思
を
指
し
て
い

る
。
こ
の
近
代
的
な
二
つ
の
武
器
に
よ
っ
て
、
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
近
代
化
せ
し
め
る
こ

と
、
こ
れ
を
「
現
代
の
い
ち
ば
ん
大
き
い
課
題
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
サ
デ
ィ
ズ
ム

の
近
代
化
は
サ
デ
ィ
ス
ト
を
自
認
す
る
村
上
ら
の
個
人
的
生
活
の
問
題
な
の
で
は
な

く
、
全
人
類
の
問
題
な
の
だ
っ
た
。 

 

サ
デ
ィ
ズ
ム
の
近
代
化
の
障
害
と
し
て
村
上
が
第
一
に
取
り
上
げ
る
の
が
、
理
性

と
意
思
の
力
を
弱
め
る
ヒ
ロ
ポ
ン
中
毒
で
あ
る
。
こ
れ
は
国
家
が
蔓
延
さ
せ
た
も
の

で
あ
り
、
こ
こ
に
少
年
犯
罪
増
加
の
原
因
を
見
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
性
衝
動
を
刺

激
し
、
さ
ら
に
女
性
を
モ
ノ
と
し
て
扱
う
売
春
風
俗
が
人
々
に
与
え
る
影
響
を
重
大

視
す
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
彼
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
は
は
っ
き
り
と
女
性
解
放
論
に
接

続
さ
れ
る
。
彼
が
女
性
論
に
お
い
て
、
公
娼
制
度
の
廃
止
を
重
視
し
た
理
由
は
こ
こ

に
あ
る
し
、
様
々
な
家
父
長
制
下
の
女
性
の
抑
圧
は
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
変
形
と
し
て
彼

に
認
識
さ
れ
て
い
た
。 

 

四 

村
上
信
彦
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
と
女
性
論 

（
一
）
藤
目
ゆ
き
氏
に
よ
る
村
上
批
判 

『
性
の
歴
史
学
』
を
著
し
た
藤
目
ゆ
き
氏
は
、
本
書
を
「
村
上
女
性
史
に
対
す
る

反
論
の
書
」
と
位
置
付
け
、
村
上
女
性
史
は
「
欧
米
＝
文
明
国
、
日
本
＝
後
進
国
、

封
建
制
＝
女
性
の
抑
圧
・
近
代
化
＝
女
性
の
解
放
と
す
る
構
想
、
西
欧
近
代
と
日
本

近
代
の
国
家
発
展
の
方
向
を
肯
定
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
基
調
を
な
し
、
著
作
の
全

編
を
貫
い
て
」
い
る
と
批
判
し
た63

。
藤
目
氏
に
よ
れ
ば
、
「
村
上
の
研
究
は
、
明

治
以
来
の
日
本
の
廃
娼
運
動
家
た
ち
の
も
の
の
見
方
と
価
値
観
を
踏
襲
し
た
も
の
で

あ
り
」
、
そ
の
価
値
観
と
は
、
「
「
売
淫
」
と
は
「
最
後
の
も
の
を
売
る
ど
ん
底
」

で
あ
り
、
「
二
度
と
通
常
社
会
に
戻
れ
な
い
」
も
の
で
あ
」
り
、
「
娼
婦
と
は
自
分

の
意
思
で
就
く
職
業
で
あ
る
は
ず
が
な
く
、
救
済
さ
れ
る
べ
き
奴
隷
で
あ
る
」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
の
は
「
貞
操
を
「
最
後
の
も
の
」
と
発
想

す
る
村
上
の
倫
理
観
と
、
娼
妓
へ
の
「
醜
業
婦
」
視
で
あ
る
と
い
う
。 

た
し
か
に
村
上
の
主
張
は
感
情
的
な
面
が
あ
り
、
そ
の
た
め
記
述
が
不
正
確
な
点

が
見
受
け
ら
れ
る
。
外
崎
光
広
氏
に
指
摘
さ
れ
た
植
木
枝
盛
に
対
す
る
記
述
な
ど
が

そ
れ
に
あ
た
ろ
う64

。
そ
し
て
、
現
在
の
我
々
か
ら
見
れ
ば
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
ふ

さ
わ
し
く
な
い
表
現
が
あ
る
。
「
貞
操
」
や
「
醜
業
」
と
い
っ
た
用
語
が
そ
れ
で
あ
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る
。
し
か
し
な
が
ら
村
上
に
は
彼
独
特
の
言
葉
の
用
法
が
あ
り
、
ま
た
時
代
的
制
約

を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
語
を
現
代
の
認
識
で
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
文

脈
か
ら
そ
の
意
味
を
正
確
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
藤
目
氏
の
批

判
は
誤
解
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
吾
妻
の
テ
キ
ス
ト
を
適
宜
参
照
し
な
が
ら

述
べ
て
ゆ
き
た
い
。 

 

村
上
が
欧
米
＝
文
明
国
の
よ
う
な
単
純
な
思
考
の
持
主
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
既

に
知
ら
れ
た
彼
の
著
作
を
丁
寧
に
読
め
ば
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
の
で
簡
略
に
述
べ
る

が
、
吾
妻
の
テ
キ
ス
ト
を
読
め
ば
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
明
瞭
に
な
る
。
第
一
に
村
上

は
、
表Ⅰ

-
8

に
お
い
て
、
沼
正
三
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
を
男
女
平
等
の
観
点
か
ら
先
進

国
と
見
る
視
角
に
批
判
を
加
え
て
い
る
し
、
村
上
は
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
サ

デ
ィ
ズ
ム
を
機
械
的
で
粗
野
な
古
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
し
、
古
川
裕
子
「
囚
衣
」
（
『
奇

譚
ク
ラ
ブ
』
一
九
五
二
年
一
二
月
号
）
に
見
え
る
サ
デ
ィ
ズ
ム
を
新
し
い
精
錬
さ
れ

た
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
し
て
絶
賛
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
村
上
は
欧
米
に
も
新
し
い

サ
デ
ィ
ズ
ム
の
萌
芽
を
求
め
、
全
世
界
的
な
動
き
と
し
て
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
近
代
化
を

唱
え
る
。
文
明
国
対
後
進
国
と
い
う
単
純
な
図
式
は
見
ら
れ
な
い
。 

 

次
に
、
村
上
の
娼
妓
及
び
公
娼
制
度
に
対
す
る
価
値
観
で
あ
る
が
、
藤
目
氏
は
、

村
上
に
は
女
性
の
間
の
階
級
性
へ
の
視
点
が
抜
け
落
ち
て
い
る
と
し
て
、
実
際
に
売

春
に
従
事
す
る
女
性
た
ち
と
、
廃
娼
運
動
に
か
か
わ
っ
た
中
・
上
層
階
級
の
女
性
た

ち
の
間
に
横
た
わ
る
断
絶
に
着
目
す
る
視
点
を
打
ち
出
し
た
。
氏
は
、
後
者
の
女
性

た
ち
に
は
「
自
分
や
姉
妹
た
ち
が
売
春
に
お
い
こ
ま
れ
て
ゆ
く
階
級
・
階
層
の
苦
悩

を
容
易
に
理
解
で
き
ず
、
何
か
し
ら
遅
れ
た
道
徳
観
念
や
無
知
の
ゆ
え
に
売
春
が
行

わ
れ
て
い
る
と
み
な
し
」
、
こ
の
よ
う
な
性
倫
理
の
二
重
基
準
が
暴
力
的
な
国
家
統

制
を
擁
護
す
る
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る65

。 

 

筆
者
は
当
時
の
廃
娼
運
動
に
娼
妓
へ
の
「
醜
業
婦
」
視
が
あ
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
否
定
し
な
い
。
そ
し
て
村
上
が
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
階
級
性
に
つ
い
て
論
じ
て

い
な
い
こ
と
も
否
定
し
な
い
。
し
か
し
村
上
が
こ
の
点
に
着
目
し
な
か
っ
た
の
は
、

藤
目
氏
の
指
摘
と
は
全
く
逆
の
理
由
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
筆
者
の
見
る
限
り
、
彼

は
む
し
ろ
、
藤
目
氏
の
言
う
い
わ
ゆ
る
性
倫
理
の
二
重
規
範
に
非
常
に
注
意
を
払
っ

て
き
た
人
物
で
あ
る
。 

（
二
）
村
上
信
彦
に
お
け
る
性
倫
理
の
二
重
規
範
論 

第
一
に
彼
は
『
明
治
女
性
史 

下
巻
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

女
に
は
母
性
型
と
娼
婦
型
の
二
つ
が
あ
っ
て
、
娼
婦
に
な
る
も
の
は
後
者
だ
と

い
う
説
が
あ
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
現
実
を
調
査
し
た
上
の
立
論
で
あ
ろ
う
か
。（
中

略
）
母
性
も
娼
婦
も
紙
一
重
の
境
遇
の
差
で
あ
っ
た
。
世
の
す
べ
て
の
男
が
娼

男
で
あ
れ
ば
こ
そ
生
み
出
さ
れ
た
娼
婦
で
あ
っ
た
。
（
三
〇
頁
） 

 

本
記
述
に
は
説
明
が
必
要
だ
ろ
う
。
「
母
性
型
と
娼
婦
型
」
と
い
っ
た
対
比
は
一
九

五
〇
年
代
の
雑
誌
等
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
が6

6

、
同
時
に
、
明

治
期
の
廃
娼
運
動
に
お
け
る
重
要
な
論
点
で
も
あ
る67

。
藤
目
氏
は
、
中
・
上
層
階

級
の
女
性
ら
は
売
春
に
お
い
こ
ま
れ
て
ゆ
く
階
級
・
階
層
の
苦
悩
を
理
解
で
き
な
い

と
考
え
、
廃
娼
運
動
に
階
級
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
ん
だ
。
し
か
し
村
上
は
逆
に
、

こ
れ
ら
「
中
・
上
層
階
級
」
の
女
性
た
ち
に
よ
る
娼
妓
へ
の
醜
業
視
は
、
彼
女
た
ち

が
無
意
識
的
に
娼
妓
へ
の
転
落
を
恐
怖
し
て
い
る
が
故
で
あ
る
と
考
え
た
。
村
上
の

一
九
五
七
年
の
著
作
『
流
行
』
（
表Ⅱ

-52

）
に
は
、
花
柳
界
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
が
一

般
の
女
性
に
流
行
す
る
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
の
で
み
て
お
き
た
い
。 

村
上
に
よ
れ
ば
、
封
建
社
会
で
は
、
「
女
そ
の
も
の
が
一
箇
の
商
品
と
し
て
観
念

さ
れ
て
」
お
り
、
「
男
は
女
を
買
う
こ
と
も
で
き
る
し
、
売
る
こ
と
も
で
き
」
る
、

そ
の
た
め
、
「
妻
の
座
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
つ
ね
に
夫
の
愛
情
を
ひ
き
つ
け
る

よ
う
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
。
「
彼
女
た
ち
は
夫
を
誘
惑
す
る
賤
し
い
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女
を
ケ
イ
ベ
ツ
し
な
が
ら
」
「
意
識
的
に
も
無
意
識
的
に
も
そ
の
化
粧
や
髪
か
た
ち

や
服
装
を
ま
ね
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
」68

の
で
あ
る
。 

 
つ
ま
り
、
女
性
を
商
品
と
し
て
見
、
人
身
売
買
を
法
的
に
認
め
る
公
娼
制
が
存
在

す
る
日
本
社
会
で
は
、
中
・
上
層
家
庭
の
妻
で
さ
え
、
つ
ね
に
娼
妓
へ
転
落
す
る
可

能
性
が
あ
っ
た
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
村
上
は
『
明
治
女
性
史
』
に
お
い

て
も
、
吾
妻
名
義
の
「
明
治
時
代
の
新
聞
覚
書
」
シ
リ
ー
ズ
に
お
い
て
も
、
妻
を
売

買
し
た
夫
の
事
例
を
豊
富
に
紹
介
し
て
い
る
。
村
上
が
公
娼
制
度
を
女
性
史
研
究
に

お
け
る
最
も
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
位
置
付
け
た
の
は
、
こ
の
女
性
の
商
品
化
、

モ
ノ
化
こ
そ
を
、
女
性
へ
の
歴
史
的
抑
圧
の
根
本
的
原
因
と
見
て
い
る
か
ら
な
の
で

あ
る
。
本
稿
で
は
個
別
に
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
こ
の
点
は
吾
妻
名
義
の

テ
キ
ス
ト
に
明
瞭
に
現
れ
て
い
る
。 

村
上
に
よ
れ
ば
、
封
建
制
社
会
に
お
い
て
、
妻
た
ち
は
一
方
で
良
き
妻
と
し
て
貞

女
を
演
じ
、
一
方
で
娼
婦
の
真
似
事
を
し
な
が
ら
夫
に
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
を
体
現
し
て
い
る
の
が
、
村
上
に
言
わ
せ
れ
ば
キ
モ
ノ
で
あ
り
ス
カ
ー

ト
で
あ
り
、
男
の
た
め
の
女
の
服
装
で
あ
る
。
彼
の
女
性
論
と
服
装
論
が
密
接
に
関

連
し
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
。 

 

彼
の
主
張
は
「
感
情
教
育
」
に
お
い
て
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
由
紀
に
語
ら
せ
た
以
下
の

主
張
か
ら
よ
り
明
瞭
に
な
る
。 
 

 

「
昼
は
処
女
の
ご
と
く
、
夜
は
娼
婦
の
ご
と
く
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

（
中
略
）
封
建
的
な
時
代
に
も
つ
と
も
マ
ツ
チ
し
た
理
想
型
を
言
い
あ
ら
わ
し

た
も
の
で
（
中
略
）
、
女
の
心
理
は
処
女
で
も
な
け
れ
ば
娼
婦
で
も
な
く
、
ひ

と
つ
で
あ
つ
た
は
ず
で
す
。
（
中
略
）
い
わ
ゆ
る
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
と
い
わ
れ
る

性
生
活
と
ノ
ー
マ
ル
な
日
常
生
活
と
は
、
す
こ
し
も
矛
盾
せ
ず
に
成
り
立
つ
と

い
う
こ
と
で
す
。
（
五
五
～
五
六
頁
） 

 

女
は
封
建
社
会
に
よ
っ
て
娼
婦
と
処
女
に
引
き
裂
か
れ
て
い
る
と
い
う
告
発
で
あ
る
。

女
た
ち
が
娼
婦
と
処
女
に
別
れ
る
の
で
は
な
い
。
一
人
の
女
が
、
常
に
二
つ
に
引
き

裂
か
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
上
記
の
『
明
治
女
性
史
』
の
記

述
も
こ
の
意
味
で
捉
え
う
る
。
村
上
は
直
接
的
な
被
害
を
こ
う
む
る
娼
妓
だ
け
で
は

な
く
、
一
見
安
全
な
地
位
に
い
る
か
に
み
え
る
一
般
女
性
も
ま
た
あ
る
種
の
被
害
者

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
。
彼
の
女
性
論
に
階
級
性
へ
の
視
点
が
な
い
の
は
当
然
な

の
で
あ
る69

。 

 

こ
の
こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
と
し
て
、村
上
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
か
ら
彼
の「
貞
操
」

観
、
「
醜
業
婦
」
観
に
つ
い
て
探
り
た
い
。
既
述
の
通
り
、
彼
の
提
唱
し
た
近
代
化

し
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
、
「
肉
体
的
苦
痛
よ
り
心
理
的
苦
悩
」
を
重
視
し
、「
拷
問
で
は

な
く
折
檻
で
あ
り
、
惨
酷
で
は
な
く
て
凌
辱
」
を
そ
の
本
分
と
し
て
い
た
。
村
上
は

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
古
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
代
表
者
と
彼
が
み
な
し
た
サ
ド
の
サ
デ

ィ
ズ
ム
批
判
を
通
じ
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

サ
ー
ド
は
稀
代
の
サ
デ
ィ
ス
ト
と
い
え
ま
す
が
、
だ
か
ら
彼
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
が

比
類
な
い
と
か
完
全
だ
と
か
云
う
の
は
誤
り
な
の
で
す
。（
中
略
）
一
言
で
要
約

す
れ
ば
、
彼
流
の
や
り
か
た
は
、
自
己
を
も
他
人
を
も
幸
福
に
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
す7

0

。 

 

サ
ド
流
の
や
り
方
と
は
、
単
純
な
肉
体
的
苦
痛
を
相
手
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
や
り
方
は
、「
ぐ
で
ん
ぐ
で
ん
に
酒
を
飲
む
の
と
同
じ
心
理
、
興
奮
の
中
の
自
己
忘

却
」
で
あ
り
、「
相
手
の
幸
福
な
ど
は
計
算
に
入
れ
な
い
し
、
自
己
の
快
感
も
飢
餓
が

み
た
さ
れ
る
と
同
時
に
消
滅
し
ま
す
」。
こ
れ
ら
は
次
第
に
酒
量
が
増
え
る
の
と
同
様

に
次
第
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
、
甚
だ
し
き
は
相
手
の
殺
傷
に
至
る
の
で
、
長
期
間
継

続
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
愛
す
る
者
と
の
性
生
活
に
は
取
り
込
め
な
い
。 

し
た
が
っ
て
村
上
が
重
視
す
る
の
は
、
苦
痛
そ
の
も
の
で
は
な
く
「
苦
痛
よ
り
も
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苦
痛
に
み
え
る
こ
と
、
屈
辱
感
を
深
め
る
よ
う
な
点
」
で
あ
り
、「
サ
ー
ド
は
た
だ
苦

し
め
れ
ば
よ
か
つ
た
の
で
し
よ
う
が
、
私
た
ち
は
縛
っ
た
り
吊
る
す
こ
と
自
体
に
苦

痛
を
与
え
ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
す
」。
村
上
は
着
衣
の
ま
ま
妻
を
縛
る
こ
と

を
好
ん
だ
が
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
「
直
接
肉
体
を
傷
付
け
な
い
」
か
ら
で
あ
っ
た
。 

そ
れ
で
は
逆
に
心
理
的
苦
悩
、
凌
辱
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
為
な
の
だ
ろ

う
か
。「
最
も
洗
練
さ
れ
た
サ
デ
ィ
ズ
ム
」
と
称
し
て
村
上
が
実
践
す
る
の
は
、
汚
物

に
よ
る
猿
ぐ
つ
わ
で
あ
る
。
彼
は
一
週
間
着
用
し
続
け
た
彼
自
身
の
褌
を
猿
ぐ
つ
わ

に
用
い
、
そ
の
臭
気
に
よ
っ
て
妻
を
「
凌
辱
」
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
彼
は
そ
の
「
効

用
」
を
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

 

猿
轡
が
ど
う
で
も
よ
い
布
切
れ
で
な
く
あ
ら
か
じ
め
念
入
り
に
用
意
さ
れ
た
夫

の
褌
で
行
わ
れ
、
そ
の
も
つ
と
も
汚
れ
た
部
分
を
口
に
当
て
て
、
汚
辱
感
を
百

パ
ー
セ
ン
ト
み
た
し
て
い
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
は
鏡
に
う
つ
さ
れ
た
そ
の
姿

を
み
る
こ
と
ゝ
、
い
や
で
も
汚
臭
を
嗅
ぐ
こ
と
と
で
、
視
覚
と
嗅
覚
が
大
き
な

役
割
を
し
て
い
ま
す
。
元
来
縄
で
縛
る
こ
と
と
猿
轡
と
は
肉
体
的
苦
痛
よ
り
も
、

自
由
を
奪
わ
れ
て
何
を
さ
れ
て
も
抵
抗
で
き
な
い
と
い
う
状
態
を
す
る
ど
く
意

識
さ
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
あ
た
ら
し
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
い
ち
ば
ん
魅
力
の
あ

る
方
法
な
の
で
す
が
（
後
略
）7

1 

 

「
凌
辱
」
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
汚
辱
状
態
・
拘
束
状
態
を
鋭
く
意
識
さ
せ
る
こ

と
で
あ
る
と
い
う
。
彼
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
完
全
に
精
神
的
な
も
の
で
あ
り
、
行
為
の

終
了
後
に
一
切
の
痕
跡
を
残
さ
な
い
た
め
、
日
常
の
対
等
関
係
に
す
ぐ
さ
ま
回
帰
で

き
る
点
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
。 

こ
の
よ
う
な
猿
ぐ
つ
わ
の
利
用
と
肉
体
的
苦
痛
の
ど
ち
ら
が
ま
し
か
と
い
う
こ
と

は
お
お
い
に
見
解
が
分
か
れ
る
だ
ろ
う
し
、
筆
者
自
身
正
直
賛
意
を
示
し
が
た
く
、

村
上
を
弾
劾
す
る
な
ら
こ
の
点
で
あ
る
と
感
じ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
彼
が
こ

の
よ
う
に
肉
体
的
苦
痛
と
精
神
的
苦
痛
を
は
っ
き
り
と
切
り
分
け
て
い
る
こ
と
に
着

目
し
た
い
。
精
神
的
な
苦
痛
を
彼
は
暴
力
と
は
み
な
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
彼

に
と
っ
て
は
物
質
的
な
暴
力
、
特
に
同
意
な
く
ふ
る
わ
れ
る
暴
力
こ
そ
が
忌
む
べ
き

対
象
で
あ
り
、
汚
れ
た
褌
を
口
に
突
っ
込
ま
れ
る
苦
痛
と
は
比
べ
よ
う
の
な
い
耐
え

難
い
苦
痛
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
村
上
の
公
娼
制
の
理
解
を
検
討
し
た
い
。
村
上
は
公
娼
制
度

を
論
ず
る
際
、
山
室
軍
平
『
社
会
廊
清
論
』
中
の
次
の
文
章
を
好
み
、
し
ば
し
ば
引

用
し
て
い
る
。 

 
 
 

若
し
茲
に
人
あ
り
、
年
若
き
一
婦
人
を
捕
へ
、
之
を
一
室
に
監
禁
し
、
之
に
猿

轡
を
は
め
、
其
両
手
を
縛
り
、
人
々
を
し
て
寄
つ
て
た
か
っ
て
、
之
を
辱
め
さ

せ
て
居
つ
た
と
し
た
ら
、
何
う
で
あ
ら
う
。
社
会
は
必
ず
其
暴
行
を
憤
る
で
あ

ろ
う
。
（
中
略
）
然
る
に
今
公
娼
と
は
如
何
な
る
も
の
か
と
い
ふ
に
、
こ
れ
は

即
ち
旧
時
代
の
迷
信
的
道
徳
を
以
て
人
の
娘
に
猿
轡
を
嵌
め
、
前
借
金
と
い
ふ

荒
縄
を
以
て
其
両
手
を
縛
り
、
こ
れ
を
遊
郭
と
名
く
る
別
室
に
監
禁
し
置
き
貸

座
敷
営
業
者
と
名
く
る
強
姦
幇
助
者
の
手
を
仮
り
て
遊
客
と
名
く
る
色
情
狂
者

等
が
入
り
か
は
り
立
ち
か
は
り
、
之
を
辱
し
め
。
然
も
そ
れ
が
一
日
や
二
日
の

こ
と
で
は
な
い
（
後
略
）72 

 

村
上
の
公
娼
の
待
遇
の
認
識
は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
明
治
時
代
に
お
い
て

娼
妓
が
自
発
的
に
公
娼
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
は
全
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
「
自

由
意
志
と
み
え
る
も
の
も
、
そ
の
実
は
絶
望
や
自
棄
や
怨
念
に
燃
え
て
い
る
」
、「
娼

婦
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
生
に
立
ち
入
っ
て
み
れ
ば
、
本
人
の
自
由
意
志
で
こ
の
道
を

選
ん
だ
も
の
は
絶
無
に
等
し
い73

」
と
い
う
。
こ
れ
は
実
際
に
村
上
が
収
集
し
た
事

例
に
基
づ
い
た
見
解
で
あ
り
、
明
治
時
代
の
公
娼
に
限
っ
て
み
れ
ば
間
違
い
と
は
い

え
な
い
。
セ
ッ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー
を
一
律
に
被
害
者
と
見
る
よ
う
な
現
代
の
一
部
の
売
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買
春
論
と
同
列
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
。 

さ
て
、
し
た
が
っ
て
村
上
は
、
公
娼
の
受
け
る
行
為
を
す
べ
て
拒
否
権
の
無
い
肉

体
的
暴
力
で
あ
る
と
捉
え
て
い
た
。
注
目
し
た
い
の
は
、
村
上
が
『
明
治
女
性
史 

下

巻
』
四
〇
頁
に
お
け
る
以
下
の
記
述
で
あ
る
。 

 

い
つ
の
時
代
に
も
娼
婦
は
あ
ら
ゆ
る
男
の
要
求
を
体
験
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
戦

後
ま
も
な
く
会
員
組
織
で
頒
布
さ
れ
た
新
小
岩
の
娼
婦
た
ち
の
座
談
会
速
記
録

で
は
五
人
の
女
が
体
験
を
語
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
お
ど
ろ
く
ほ
ど
多

種
多
様
の
変
態
性
欲
の
例
が
赤
裸
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

 

新
小
岩
の
娼
婦
た
ち
の
座
談
会
速
記
録
と
は
、
日
本
生
活
心
理
学
会
研
究
所
に
よ
る

「
新
小
岩
娼
街
に
於
て
売
笑
体
験
を
訊
く
」
と
い
う
速
記
録
で
あ
る
が
、
村
上
は
「
私

は
訴
え
る
」
に
お
い
て
い
て
も
こ
れ
を
引
用
し
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

公
刊
書
で
な
い
が
日
本
生
活
心
理
学
会
研
究
所
の
速
記
録
「
新
小
岩
娼
街
に
於

て
売
笑
体
験
を
訊
く
」
に
赤
裸
々
な
告
白
が
あ
り
、
娼
婦
の
大
半
が
こ
の
種
の

「
変
態
」
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
無
数
の
人
間
が
こ
の

種
の
欲
望
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
た
だ
そ
れ
は
抑
圧
さ
れ
る
か
、
売
笑
婦
の
よ

う
に
金
で
自
由
に
な
る
女
を
相
手
に
、
一
時
的
に
み
た
し
て
い
る
か
に
す
ぎ
な

い
。
そ
し
て
、
売
娼
を
政
府
が
み
と
め
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
に
伴
う
こ
の
種
の
行

為
を
や
は
り
罰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。（
四
四
頁
） 

 

村
上
は
娼
妓
ら
の
受
け
る
暴
力
と
し
て
、「
多
種
多
様
の
変
態
性
欲
」、
特
に
古
い
サ

デ
ィ
ズ
ム
の
被
害
を
想
定
し
て
い
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。 

こ
の
ほ
か
、
乱
暴
な
性
病
検
査
に
よ
る
肉
体
的
苦
痛
、
睡
眠
を
制
限
さ
れ
る
苦
痛

な
ど
、
彼
が
問
題
視
す
る
苦
痛
は
多
く
が
即
物
的
で
あ
る
。「
貞
操
」
を
失
う
苦
痛
に

つ
い
て
も
言
及
す
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
封
建
時
代
の
誤
っ
た
価
値
観
に
女
性
が
支

配
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
、
彼
自
身
が
「
貞
操
」
を
重
ん
じ
た
形
跡
は
み

ら
れ
な
い
。
村
上
が
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
い
て
、
浣
腸
マ
ニ
ア
の
女
性
や
生
粋
の

マ
ゾ
ヒ
ス
ト
女
性
に
し
ば
し
ば
讃
辞
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を
か
ん
が
み
て
も
、
強
制

さ
れ
た
売
春
と
い
う
こ
と
で
彼
が
女
性
を
蔑
視
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い7

4

。

彼
は
拒
否
権
も
選
択
肢
も
無
い
娼
妓
た
ち
の
具
体
的
な
肉
体
的
苦
痛
を
「
ど
ん
底
」

の
状
態
と
し
、
暴
力
が
常
態
で
あ
る
公
娼
制
を
そ
の
非
人
道
性
か
ら
「
醜
業
」
と
し

て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
糾
弾
こ
そ
す
れ
差
別
な
ど
し
て
い
な
い
と
言
え
る
。 

彼
は
ま
た
「
す
べ
て
の
人
間
は
一
夫
多
妻
、
一
妻
多
夫
の
本
能
を
も
っ
て
い
る
」

と
も
述
べ
て
い
る7

5

。
女
性
の
性
欲
を
男
性
の
性
欲
と
同
じ
程
度
に
評
価
し
て
い
る

様
が
う
か
が
え
よ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
か
か
る
立
場
の
村
上
が
女
性
の
み
に
特
別

重
視
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
「
貞
操
」
観
を
保
持
し
て
い
た
は
ず
が
な
い
。

村
上
は
い
か
な
る
立
場
の
女
性
に
対
し
て
も
、
彼
女
た
ち
を
娼
婦
や
貞
女
と
し
て
評

価
し
た
り
は
し
な
い
。
男
性
と
同
じ
た
だ
の
「
人
間
」
と
捉
え
よ
う
と
し
、
そ
れ
を

提
唱
し
た
の
で
あ
る
。 

 

お
わ
り
に 

以
上
四
章
に
わ
た
っ
て
、
村
上
信
彦
と
吾
妻
新
の
同
定
と
、
彼
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論

の
特
徴
と
村
上
の
女
性
論
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
先
行
研
究
に
お

け
る
村
上
の
女
性
論
の
理
解
は
誤
解
に
基
づ
く
点
も
多
く
、
彼
の
吾
妻
新
と
し
て
の

テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
ら
の
誤
解
を
解
き
、
新
た
に
村
上
の
思
想
を
理
解
す
る
助
け
に
な

る
こ
と
が
示
せ
た
と
考
え
る
。 

村
上
が
、
引
き
裂
か
れ
た
女
を
統
合
し
、
た
だ
一
つ
の
人
間
と
し
て
捉
え
よ
う
と

し
た
こ
と
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
始
ま
る
ウ
ー
マ
ン
・
リ
ブ
の
主
張
と
多
く
の
共
通

点
を
も
つ
も
の
と
言
え
る7

6

。
村
上
は
リ
ブ
に
先
ん
ず
る
こ
と
二
〇
年
、
一
九
五
〇

年
代
に
既
に
こ
れ
を
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
い
て
示
し
て
い
た
。 
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既
に
述
べ
た
と
お
り
、
村
上
の
叙
述
は
独
特
な
点
が
あ
り
、
誤
解
を
生
み
や
す
い
。

こ
れ
は
村
上
が
完
全
な
る
在
野
の
研
究
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え

る
が
、
こ
の
欠
点
を
以
て
村
上
の
思
想
を
過
去
の
も
の
と
し
て
忘
れ
去
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
率
直
に
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。
村
上
の
先

見
性
、
男
女
の
民
主
的
平
等
と
矛
盾
し
な
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
い
う
視
点
、
そ
し
て
彼

の
性
倫
理
の
二
重
規
範
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
、
彼
の
思
想
は
現
代
に
お
い
て
も
考

察
に
値
す
る
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
論
じ
る
紙
幅
が
な
か
っ
た
が
、
村
上

が
公
娼
制
度
を
海
外
に
は
存
在
せ
ず
日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
と
さ
れ

る
点
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ら
は
明
ら
か
な
誤
解
に
基
づ
い
て
い
る
点
が
あ
り
、
再
考

の
余
地
が
あ
る
。 

村
上
は
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
お
い
て
も
、「
服
装
の
利
用
」（
表Ⅰ

-2
3

）
な
ど
で
、

ス
カ
ー
ト
や
コ
ル
セ
ッ
ト
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
な
ど
の
女
性
の
服
装
が
持
つ
抑
圧
性
に
つ

い
て
指
摘
し
、
こ
れ
を
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
関
連
さ
せ
て
論
じ
て
い
る
。本
稿
に
お
い
て
、

彼
の
女
性
論
に
も
服
装
論
と
の
関
連
が
見
出
さ
れ
た
と
思
う7

7

。
彼
の
著
作
は
相
互

に
密
接
に
関
連
し
て
い
る
が
、
従
来
こ
れ
ら
の
関
係
性
が
十
分
に
考
慮
さ
れ
た
こ
と

は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
女
性
論
は
、
本
来
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ

っ
た
服
装
研
究
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
服
装
論
こ
そ
が
彼
の
女
性
論
に
先
行

し
て
い
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い7

8

。
ま
た
本
稿
で
は
村
上
の
小
説
を
多
く
引

用
し
た
が
、
彼
の
小
説
は
多
く
自
身
の
体
験
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
、
彼
の
思
想
が

多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
特
に
『
黒
助
の
日
記
』
は
彼
の
日
記
を
基
に
記
さ
れ
た

「
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
小
説
」
で
あ
り
、
十
分
に
資
料
的
価
値
を
持
つ
。「
感
情
教
育
」
や

「
夜
光
島
」
は
、
彼
の
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
の
根
幹
に
か
か
わ
る
作
品
で
あ
り
、
彼
の
思

想
を
補
完
す
る
重
要
な
資
料
足
り
得
る
。
今
後
は
、
彼
の
女
性
論
だ
け
で
な
く
、
彼

の
服
装
論
や
・
サ
デ
ィ
ズ
ム
論
、
小
説
も
含
め
た
複
合
的
な
視
点
か
ら
の
考
察
に
よ

り
、
思
想
家
と
し
て
の
村
上
信
彦
を
再
評
価
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。 
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タイトル 頁数

1 サデイズムの精髄―古川裕子氏の「囚衣」をよんで― 1953 3 20-25

2 風流猿轡 1953 4 160-162

3 風流責各態 1953 5 29-33

4 サデイズムの演劇※1 1953 5 7

5 (翻訳)キドロトシユトツク「クリスチーヌの受難」※2 1953 6 16-27

6 新しいサデイズム 1953 7 108-109

7 (翻訳)キドロトシユトツク「クリスチーヌの受難」 1953 7 16-28

8 （沼正三氏に）女のズボンについて 1953 8 132-137

9 (翻訳)キドロトシユトツク「クリスチーヌの受難」 1953 8 96-109

10 鞭うたれる外国の少女達 1953 9 20-26

11 女のズボン（最後的回答）―沼正三氏に― 1953 11 150-151

12 感情教育 1953 11 174-184

13 感情教育（二） 1953 12 110-119

14 (翻訳)サディ・ブラッケイズ『アリスの人生学校』※3 1953 12増 1-176

15 感情教育（三） 1954 1 164-173

16 感情教育（四） 1954 2 108-118

17 感情教育（五） 1954 3 120-130

18 感情教育（六） 1954 4 154-164

19 海外サデイズム雑記　さるぐつわ（上） 1954 4 67-73

20 感情教育（七） 1954 5 52-65

21 海外サデイズム雑記　さるぐつわ（下） 1954 5 98-103

22 感情教育（八） 1954 6 146-157

23 海外サデイズム雑記（3）　服装の利用（上） 1954 6 94-101

24 感情教育（九） 1954 7 208-221

25 海外サデイズム雑記（4）服装の利用 1954 7 164-170

26 コンビネーション随想に答えて 1954 8 174-175

27 感情教育（十） 1954 8 180-193

28 海外サデイズム雑記　服装の利用 1954 8 48-60

29 絵物語　牧場物語 1954 9 12-23

30 感情教育（十一） 1954 9 208-220

31 私は訴える―サディズム審判の一被告として― 1954 9 36-51

32 夜光島 1954 10 278-290

33 夜光島（二） 1954 11 208-221

34 裏返しのA感覚―羽村京子さんに― 1954 11 260-265

35 夜光島（三） 1954 12 84-97

36 夜光島（四） 1955 1 302-315

37 夜光島（五） 1955 2 286-299

38 夜光島（六） 1955 3 58-70

39 夜光島（七） 1955 4 276-290

40 明治年間の新聞覚え書 1955 4 46-54

41 孤独の広場―古川裕子さんへ― 1955 5 287-289

42 明治年間の新聞の覚え書（二） 1955 5 86-92

43 きいたふう 1955 5 120-141

44 明治年間の新聞覚え書（三） 1955 10 136-142

45 明治年間の新聞覚え書（四） 1955 11 112-117

46 明治年間の新聞覚え書 1956 4 18-23

47 古川裕子への手紙 1961 5 76-82

※2「クリスチーヌの受難」は1935年刊行"Christine"の抄訳。全訳として吾妻新訳『被虐の
家』が亜風社より1953年に刊行されている（B6版・全223頁・函入・定価320円）。『奇譚ク
ラブ』に広告が掲載されており、購入申込は曙書房代理部へとなっている。亜風社の住所は
大阪ではなく東京都文京区駒込蓬莱町18となっており、発行者は森耿。

表Ⅰ　吾妻新『奇譚クラブ』著作一覧

※1　『ＫＫ通信』掲載。

発行年月

※3　本号は本作品のみを掲載した特別増刊号。サディ・ブラッケイズはピエール・マッコ
ルランの別名であり、2002年、マッコルラン作品として吾妻新訳がそのまま学習研究社より
書籍として刊行。挿画は省略される。
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タイトル
出版社/掲載雑

誌
分類 備考

1
アレクサンダー・ベルクマン
『クロンシュタットの略奪』

1928 11 自由書房 翻訳
名義は小池英三（「小池英三との思い
出」）

2 永遠の女性について 1930 学友会雑誌22
エッセ

イ
早稲田第一高等学院発行

3 秋 1934頃
青春派社（自費

出版）
翻訳

友人の詩をエスペラント語に翻訳
（「私とエスペラントの出会い」）

4 音高く流れぬ　第1部 1940 興風館 小説 1958年に改稿の上再出版

5 シエロツエウスキ『悲惨の涯』 1940 興風館 翻訳
名義：和見正夫　エスペラント語から
の翻訳

6 音高く流れぬ　第2部 1941 興風館 小説

7 我が国商業の発展策 1941 6
『商業組合』

7(6)
論文 懸賞論文

8 出版屋庄平 1942 教文館 小説 1950年再出版。
9 音高く流れぬ　第3部 1942 興風館 小説
10 ベリル・ベッカー『芸術と生 1943 淡海堂出版 翻訳 ポール・ゴーガン伝記。
11 女について・反女性論的考察 1947 5 興風館 論文
12 霧　第1巻 1947 5 興風館 小説 後に改稿して『霧のなかの歌』へ
13 標的者：憑かれた精神の考察 1948 9 西萩書店 論文

14 日本人の服装 1948 7
『産業と産業

人』1(4)
論文

15 農村の青春はどうなるか 1948 11 青年新聞 評論
東京、青年新聞社。連載（11月30日～
12月14日）

16 ある青春 1949 1 青年新聞 評論 連載（1月4日～1月10日？）
17 処女性の問題 1949 1 青年新聞 評論 連載（1月11日～1月25日）

18 風ある季節 1949 3 読売新聞 小説
第一回読売新聞小説賞・佳作に入選・1
万円

19 衣服に現われた女の地位 1949 3 青年新聞 評論 連載（3月8日～4月5日）

20
婦人運動の本質―共産党の政策
と運動方針について―

青年新聞 評論

21 アメリカ女性史 青年新聞 評論 連載？（書簡）
22 出版屋庄平の悲劇　上巻 1950 西萩書店 小説 7の再販

23 出版屋庄平の悲劇　下巻 1950 西萩書店 小説

7の再販
この頃、パトス社より雑誌『熊蜂』を
創刊。5号で終刊（1950年5月～1951年4
月）

24 若い声 1952 2 青年新聞 2月12日1面

25 社会生活 1952 4 労働省 論文
婦人週間・記念懸賞論文・入賞・賞金
5000円　名義は青年新聞社内・西峯三
景（「高群２」）

26 農村の家庭 1952 4 労働省 論文
婦人週間・記念懸賞論文・選外佳作賞
金1500円（「高群２」）

27 青衣の画像 1952 7 探偵実話 3(8) 小説
最初の『探偵実話』への掲載（「高群
1」）

28
女の男装、男の女装　花森安治
の思想と生活

1952 7
サンデー毎日

34号
評論

29 逆縁婚 1952 9
探偵実話　3

（10）
小説

30 哀妻記 1952 11
探偵実話 3

（13）
小説

31 執筆者の横顔 1952 11
探偵実話 3

（13）

32 青線区域 1952 12 日刊スポーツ 小説
新聞連載小説。（書簡・高群、小山）
12月15日～？

33 完全犯罪 1953 3 探偵実話 4 小説

表Ⅱ　村上信彦著作一覧（～1961年）
発行年月日
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34 袖に隠れた白い腕 1953 3 りべらる 8(4) 小説

35 永遠の植物 1953 6
宝石―探偵小説

雑誌―
小説

36 テート・ベーシュ 1953 6 探偵実話 4(7) 小説

37 探偵作家コント集：賭將棋 1953 7 将棋世界 日本将棋連盟。

38 試験結婚 1954 2 探偵実話5(2) 小説

39
薔薇と注射針(後編)ヴィナス誕
生

1954 3 探偵実話5(3) 小説

40 青衣の画像 1954 4 探偵実話5(4) 小説 26の再録か

41
ゆがめられた性：女らしさはだ
れがつくったか

1954 6 講談社 論文 5をわかりやすく改稿したもの

42
すでに気持は変っている「ズボ
ンが投げた波紋」

1954 9
サンデー毎日

33(40)
評論 9月5日pp64-65

43 乳房 1955 1 探偵実話6(2) 小説

44 テート・ベーシュ 1955 2 探偵実話6(3) 小説 35の再録か

45 女性論という名の処世論 1955 5
新日本文学

10(5)
評論

第三書館。同号に古谷綱武、平野謙が
寄稿

46 逃げる女 1955 7 探偵実話6(8) 小説

47
あたらしい幸福：その生き方・
考えかた

1955 8 青春出版社 論文

48
服装の歴史　第1巻：キモノが生
れるまで

1955 10 理論社 論文

49 対談 女は着せられている 1956 2 装苑11（2） 対談 文化出版局。河野鷹思との対談

50
服装の歴史　第2巻：キモノの時
代

1956 理論社 論文

51 恋愛の生態 1956 河出書房 対談
阿倍知二、石垣綾子、羽仁説子編『新
しい女性　第2巻』収録

52 結婚は目的であるか 1956 河出書房 対談
阿倍知二、石垣綾子、羽仁説子編『新
しい女性　第3巻』収録

53
服装の歴史　第3巻：ズボンとス
カート

1956 4 理論社 論文

54 女の風俗史 1957 ダヴィッド社 論文

55 美と魅力 1957 三一書房 『講座女性　第一』収録

56 読書 1957 2
週刊東京3（6）

（73）
対談？

57 流行 1957 4 講談社 論文 ミリオン・ブックス

58 女性：どう生きてきたか 1957 青春出版社 論文 青春新書

59
男は一歩女は十歩の努力：愛情
をめぐる適齢期男女のはなし合
い

1957 8 学習の友（46） 対談？ 笠井潔との対談？

60 友情と恋愛の違い<友情の歴史> 1957 8 学習の友（46）

61 落ちたファッションの偶像 1957 11
週刊サンケイ6

（45）

62 佛界魔界：青年よ、大志を 1957 12 大世界12(12)

63
流行は消え風俗は残る：今年の
流行？

1958 1 学習の友（51）
同号、「女だからの特典は有難迷惑：
バス車掌の退職金の論争」も村上か？

64
世界に進出した｢日本調｣の海外
進出について

1958 2 被服文化(49）

65 服装史研究の基本点 1958 6 被服文化(51）

66 暮しの随筆 1958 6 夫人生活12（6）

67
日本人の服装：ひとつの生活史
入門

1958 理論社 母の本棚シリーズ
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68 音高く流れぬ　わかきき獣たち 1958 1 三一書房 小説

69 音高く流れぬ　聖家族 1958 4 三一書房 小説

70 音高く流れぬ　氷の宿 1958 7 三一書房 小説

71 音高く流れぬ　くだかれた春 1958 三一書房 小説

72 寛容について 1958
徳目についての41

章
明治図書出版

73 解説 1958
清水澄子『ささや
き：自殺した少女

の手記』
解説

74
座談会 服装史研究の基本問題
をめぐって

1958 12 被服文化（54）
今和次郎、志賀信夫との
座談会

75 紺の制服：バスの女子車掌たち 1959 三一書房

76 針 1959
江戸川乱歩共著
『四つの幻影』

小説
浪速書房。探偵実話に執
筆した小説の再録か

77
女のズボンにまつわる錯覚と偏
見

1959 2 被服文化（55）

78 女の職業と呼び名の変化(上） 1959 3 学習の友（65）

79 女の職業と呼び名の変化(下） 1959 4 学習の友（66）

80
街頭時評 国産モードはどこか
ら生れるか

1959 6 装苑14（9）

81 組織のなかの不感性 1959 9 学習の友（71） 扉のことば

82 虚像と実像・村上浪六 1959 10
思想の科学：第4

次（10）
エッセ

イ

83 涼しく着るための条件 1960 7 婦人倶楽部41(9)
エッセ

イ
84 わが早婚に悔なし 1960 10 装苑15（12）

エッセ
イ

85
霧のなかの歌第一部：消される
人たち

1961 7 三一書房 小説

86 組合婦人活動家 1961 3 月刊総評特集号

87
霧のなかの歌第二部：よごれた
雪

1961 8 三一書房 小説

88 霧のなかの歌第三部：軍歌 1961 9 三一書房 小説

89 書評 1961 9 書斎の窓(94) 書評 有斐閣

90 霧のなかの歌第四部：泥と花 1961 10 三一書房 小説

＝吾妻新の主な活動期間

*典拠資料は以下のように略称した。
・日本近代文学館所蔵・村上信彦書簡集→（書簡）送主も示した。
・『高群逸枝雑誌』連載・「私のなかの高群逸枝」１～8→「高群１」など。

*本表は国立国会図書館をはじめとした各図書館のデータベースを参照するなどして、筆者が未入手の著作も掲載
しているため、発行年月には誤りがある可能性があり、暫定的なものであることをあらかじめお詫びする。村上の
著作には（特に1958年以降）まだかなりの脱漏があるはずであり、今後早急に確認作業を進めたい。なお、村上の
著作の初出確認や『探偵実話』への掲載情報などは、立命館大学衣笠図書館レファレンス係・藤本氏に多くの教示 
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1 

村
上
が
起
こ
し
た
論
争
の
経
緯
は
、
古
庄
ゆ
き
子
編
『
資
料 

女
性
史
論
争
』（
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
七
年
）
に
詳
し
い
。 

2 

加
藤
桂
子
・
田
村
瑞
穂
・
土
井
雅
也
・
宮
西
郁
美
「
資
料
翻
刻 

村
上
信
彦
・
高
群
逸
枝
往
復
書
簡
」（『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
）。 

3 

西
川
祐
子
『
森
の
家
の
巫
女 

高
群
逸
枝
』
（
新
潮
社
、
一
九
八
二
年
）。 

4 

こ
れ
ま
で
に
唯
一
知
ら
れ
る
別
名
の
著
作
と
し
て
、
「
和
見
正
夫
」
名
義
の
翻
訳
が
あ
る
。（
『
悲
惨
の
涯
』
興
風
館
、
一
九
四
〇
年
、
シ
エ
ロ
ツ
エ
ウ
ス
キ
著
）
。
村
上
信

彦
「
私
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
出
会
い
」
『L

a
 
Mo
v
a
do

』
（
一
九
六
八
年
七
月
）
参
照
。 

6 

沼
と
の
間
に
起
こ
っ
た
論
争
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
論
じ
た
。
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。（
拙
稿
「
吾
妻
新
と
沼
正
三
に
よ
る
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論

争
―
一
九
五
〇
年
代
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
に
み
え
る
日
本
的
サ
デ
ィ
ズ
ム
の
萌
芽
―
」『
年
報
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
四
、
二
〇
一
六
年
七
月
刊
行
予
定
）。 

7 

表Ⅱ

の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
立
命
館
大
学
衣
笠
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
係
の
藤
本
匡
氏
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。 

8 

「
由
紀
」
は
、
村
上
の
小
説
『
霧
』（
一
九
四
〇
年
初
版
）
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
で
も
あ
る
。 

9 

表Ⅰ
-2
0

、「
感
情
教
育
（
七
）
」
六
〇
頁
。 

10 

村
上
信
彦
「
私
の
な
か
の
高
群
逸
枝
」
（
『
高
群
逸
枝
雑
誌
』）。
な
お
、
こ
ぶ
し
書
房
か
ら
再
販
さ
れ
た
『
女
に
つ
い
て
―
反
女
性
論
的
考
察
―
』（
一
九
九
七
年
、
初
出
は

興
風
館
版
で
一
九
四
七
年
）
巻
末
に
は
村
上
の
簡
略
な
年
譜
が
あ
る
。 

1
1 

表Ⅰ
-3

0

、「
感
情
教
育
（
十
一
）
」
二
〇
九
頁
。 

12 

表Ⅰ
-1
2

、「
感
情
教
育
」
二
〇
九
頁
。 

13 

『
霧
の
な
か
の
歌
』
（
三
一
書
房
、
一
九
六
一
年
）
頁
。 

1
4 

『
霧
の
な
か
の
歌
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
は
志
保
だ
が
、
『
霧
』
で
は
「
感
情
教
育
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
と
同
名
の
「
由
紀
」
で
あ
る
。 

15 

村
上
信
彦
『
服
装
の
歴
史
一 

キ
モ
ノ
が
生
れ
る
ま
で
』（
理
論
社
、
一
九
五
五
年
）
四
頁
。 

1
6 

「
感
情
教
育
」
の
他
、
表Ⅰ

-8

、
「
女
の
ズ
ボ
ン
」
一
三
三
頁
に
も
同
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
み
え
る
。 

17 

表Ⅰ
-1
2

、「
感
情
教
育
」
一
八
四
頁
。 

1
8 

村
上
の
成
育
歴
に
つ
い
て
は
、
『
音
高
く
流
れ
ぬ
』
、『
黒
助
の
日
記
』、「
私
の
な
か
の
高
群
逸
枝
」
等
を
参
照
し
た
。 

1
9 

村
上
信
彦
「
私
の
な
か
の
高
群
逸
枝
１
」（
『
高
群
逸
枝
雑
誌
』
一
七
、
一
九
七
二
年
）
一
九
頁
。 

2
0 

村
上
信
彦
「
石
川
三
四
郎
と
の
思
い
出
」（
『
柳
』
第
二
四
巻
九
号
、
一
九
七
八
年
）
六
頁
。 

2
1 

村
上
信
彦
『
黒
助
の
日
記
（
一
）
偶
像
崩
壊
』（
偕
成
社
、
一
九
七
七
年
）
八
四
頁
。 

2
2 

表Ⅰ
-4

3

、
「
き
い
た
ふ
う
」
一
二
四
頁
。 

2
3 

「
（
前
略
）
自
分
で
シ
ナ
リ
オ
を
書
こ
う
と
決
心
し
た
か
ら
だ
。（
中
略
）
ち
ょ
う
ど
こ
の
春
か
ら
映
画
製
作
に
も
タ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
」（「
き
い
た
ふ
う
」
一
二

六
頁
）。 

2
4 

加
藤
桂
子
・
田
村
瑞
穂
・
土
井
雅
也
・
宮
西
郁
美
「
資
料
翻
刻 

村
上
信
彦
・
高
群
逸
枝
往
復
書
簡
」（『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
）
注
二
一
（
一

八
〇
頁
）
。 

2
5 

村
上
信
彦
「
私
の
な
か
の
高
群
逸
枝
２
」（
『
高
群
逸
枝
雑
誌
』
第
一
八
号
、
一
九
七
三
年
）、
二
一
頁
。 

2
6 

村
上
信
彦
「
私
の
な
か
の
高
群
逸
枝
３
」（
『
高
群
逸
枝
雑
誌
』
第
一
九
号
、
一
九
七
三
年
）、
二
二
頁
。 
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2
7 

前
掲
注
２
４
、
村
上
信
彦
「
私
の
な
か
の
高
群
逸
枝
３
」
二
二
頁
。 

3
0 

表Ⅰ
-2

7

、
「
感
情
教
育
（
一
〇
）
」
一
八
五
頁
。『
霧
の
な
か
の
歌 

第
一
部
』（
三
一
書
房
、
一
九
六
一
年
）
九
一
～
九
二
頁
等
。 

3
1 

『
日
本
教
育
会
館5

0

年
沿
革
史
―
帝
国
教
育
会
か
ら
日
教
組
へ
―
』（
日
本
教
育
会
館
、
一
九
七
九
年
）。 

3
2 

表Ⅰ
-2

4
、
「
感
情
教
育
（
九
）
」
二
一
八
～
二
一
九
頁
。 

3
3 

江
種
満
子
「
高
群
逸
枝
・
村
上
信
彦
の
戦
後
一
六
年
間
の
往
復
書
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
近
代
文
学
館
年
誌
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
四
年
）。 

34 

前
掲
注
２
３
、
「
私
の
な
か
の
高
群
逸
枝
２
」
一
八
～
一
九
頁
。 

3
5 

巨
額
の
負
債
を
負
っ
て
生
活
苦
に
陥
っ
た
こ
と
は
、「
感
情
教
育
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
な
っ
て
い
る
。 

36 

前
掲
注
２
４
、
「
私
の
中
の
高
群
逸
枝
３
」
二
一
頁
。 

37 

濡
木
痴
夢
男
『
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
の
絵
師
た
ち
』
（
河
出
書
房
新
社
、
年
）
六
三
頁
。
飯
田
豊
一
『『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
か
ら
『
裏
窓
』
へ
』（
）
頁
。
濡
木
は
飯
田
の
筆
名
。 

3
8 

表Ⅰ
-4

3

、
「
き
い
た
ふ
う
」
一
二
〇
頁
。 

3
9 

村
上
は
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
誌
上
で
古
川
裕
子
と
い
う
人
物
と
深
い
交
流
を
持
ち
、
誌
上
に
て
「
愛
の
告
白
」
を
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
告
白
を
き
っ
か
け
に
古
川
・
村
上

と
も
に
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
へ
の
寄
稿
を
停
止
し
、
そ
の
五
年
後
、
吾
妻
に
よ
る
古
川
へ
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
後
、
両
者
と
も
完
全
に
『
奇
譚
ク
ラ
ブ
』
か
ら
姿
を
消
し
た
。

表Ⅰ
-4

6

、4
7

に
五
年
間
の
空
白
が
存
在
す
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。 

4
0 

表Ⅰ
-3

0

、
「
感
情
教
育
（
十
一
）
」
二
一
七
頁
。 

4
1 

表Ⅰ
-4

3

、
「
き
い
た
ふ
う
」
一
二
〇
頁
。 

4
2 

表Ⅱ
-3

9

、
「
テ
ー
ト
・
ベ
ー
シ
ュ
」。 

4
3 

日
本
近
代
文
学
館
蔵
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
二
月
二
一
日
付
書
簡
（
資
料
番
号
：7

8
5

2
7

）。 
4
4 

表Ⅰ
-1

2

、
「
感
情
教
育
」
一
七
六
頁
。 

4
6 

村
上
信
彦
『
明
治
女
性
史 

上
巻
』（
理
論
社
、
一
九
六
九
年
）
五
頁
。 

4
7 

井
上
輝
子
「
新
た
な
女
性
史
の
構
築
を
め
ざ
し
て
」（
古
庄
ゆ
き
子
編
『
資
料 

女
性
史
論
争
』（
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
七
年
、
初
出
、
一
九
七
五
年
）
一
八
五
頁
。 

4
9 

『
明
治
女
性
史
』
は
上
巻
「
ま
え
が
き
」、
そ
し
て
『
思
想
』
一
九
七
〇
年
三
月
号
に
発
表
し
た
論
考
「
女
性
史
研
究
の
課
題
と
展
望
」
に
記
さ
れ
て
い
る
問
題
提
起
と
、

実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
手
法
に
矛
盾
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
（
大
木
基
子
「
史
学
と
し
て
の
女
性
史
の
確
立
を
」、
前
掲
注4

6

、
古
庄
ゆ
き
子
編
『
資
料 

女
性
史
論

争
』、
一
四
一
頁
）
。
矛
盾
と
う
つ
る
分
か
り
に
く
さ
は
、『
明
治
女
性
史
』
の
構
想
が
非
常
に
長
き
に
わ
た
る
点
と
無
関
係
で
は
な
い
と
考
え
る
。
村
上
を
発
端
に
起
き
た
い
わ

ゆ
る
女
性
史
論
争
で
は
、
村
上
の
他
の
著
作
が
参
照
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
、
村
上
の
真
意
は
伝
わ
っ
た
と
は
言
い
難
く
、
論
争
は
あ
ま
り
建
設
的
な
も
の

と
は
言
い
難
か
っ
た
。
村
上
の
主
張
は
、
例
え
ば
一
九
四
七
年
に
書
か
れ
た
『
女
に
つ
い
て
』、
そ
し
て
彼
が
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
称
し
た
一
連
の
服
装
史
研
究
等
と
引
き
比
べ
な

が
ら
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
別
稿
に
て
論
ず
る
つ
も
り
で
あ
る
。 

5
0 

篠
原
三
郎
氏
も
ま
た
、
こ
ぶ
し
書
房
版
『
女
に
つ
い
て
』
の
解
説
に
お
い
て
、
村
上
の
先
見
性
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。（
篠
原
三
郎
「
解
説
」『
女
に
つ
い
て
』
こ
ぶ
し

書
房
、
一
九
九
七
年
）
二
四
四
～
二
五
五
頁
。 

5
1 

表Ⅰ
-3

1

、
「
私
は
訴
え
る
」
五
一
頁
。 

5
2 

拙
稿
「
病
か
ら
遊
戯
へ―

吾
妻
新
の
新
し
い
サ
デ
ィ
ズ
ム
論―

」（
井
上
章
一
・
三
橋
順
子
編
『
性
欲
の
研
究 

東
京
の
エ
ロ
地
理
編
』
平
凡
社
、
二
〇
一
五
年
）。 

5
3 

赤
川
学
『
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
歴
史
社
会
学
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
九
九
年
）、
鈴
木
敏
文
『
性
の
伝
道
者 

高
橋
鐡
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
三
年
）。 

5
4 

田
中
亜
以
子
「
「
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
女
」
と
「
感
じ
さ
せ
る
男
」」（
小
山
静
子
・
赤
枝
香
奈
子
・
今
田
絵
里
香
編
『
変
容
す
る
親
密
圏/

公
共
圏 

8
 

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

の
戦
後
史
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
。 
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5
5 

川
島
武
宜
『
日
本
社
会
の
家
族
的
構
成
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
五
〇
年
）
八
頁
。 

5
6 

前
掲
注
４
９
、
『
日
本
社
会
の
家
族
的
構
成
』
一
〇
頁
。 

5
7 

表Ⅰ
-4

7

、
「
古
川
裕
子
へ
の
手
紙
」
七
九
頁
。 

5
8 

表Ⅰ
-3

1
、
「
私
は
訴
え
る
」
四
六
頁
。 

5
9 

表Ⅰ
-3

1
、
「
私
は
訴
え
る
」
四
四
頁
。 

6
0 

表Ⅰ
-3

1

、
「
私
は
訴
え
る
」
四
八
頁
。 

6
1 

表Ⅰ
-3

1

、
「
私
は
訴
え
る
」
五
一
頁
。 

6
2 

表Ⅰ
-3

1

、
「
私
は
訴
え
る
」
五
一
頁
。 

6
3 

藤
目
ゆ
き
『
性
の
歴
史
学
』（
不
二
出
版
、
一
九
九
九
年
）
二
五
頁
。 

6
4 

村
上
は
『
明
治
女
性
史
』
に
お
け
る
植
木
枝
盛
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
外
崎
光
広
氏
と
論
争
を
起
こ
し
た
。
詳
細
は
下
記
を
参
照
。
外
崎
光
広
「
村
上
信
彦
著
『
明
治
女
性
史
』」

（『
歴
史
評
論
』
二
七
六
、
一
九
七
二
年
）
、
同
「
植
木
枝
盛
の
婦
人
論
を
め
ぐ
る
村
上
信
彦
・
富
田
信
男
・
熊
谷
開
作
氏
の
所
論
批
判
」（『
高
知
短
期
大
学
社
会
科
学
論
集
』

二
五
、
一
九
七
二
年
）、
同
「
植
木
枝
盛
の
婦
人
論
に
つ
い
て 

村
上
信
彦
氏
の
反
論
に
答
え
る
」（
『
社
会
科
学
論
集
』
二
九
、
一
九
七
五
年
）、
村
上
信
彦
「
『
明
治
女
性

史
」
批
判
へ
の
小
論
―
主
と
し
て
植
木
枝
盛
論
―
」
（
『
歴
史
評
論
』
二
九
四
、
一
九
七
四
年
）
。 

6
5 

藤
目
ゆ
き
「
女
性
史
研
究
と
性
暴
力
パ
ラ
ダ
イ
ム
」（
『
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
転
回
』
白
澤
社
、
二
〇
〇
一
年
）。
な
お
、
性
倫
理
の
二
重
規
範
に
よ
る
女
性
た
ち
の
分
断
、
と

い
う
藤
目
氏
の
視
角
に
つ
い
て
は
、
既
に
林
葉
子
氏
に
よ
る
批
判
が
あ
り
、
そ
れ
は
村
上
の
主
張
と
も
通
ず
る
点
が
あ
る
。
林
葉
子
「『
廃
娼
運
動
家
』
論
・
再
考
」（『
大
阪
大

学
日
本
学
報
』
二
四
、
二
〇
〇
五
年
）
、
同
「
廃
娼
論
と
産
児
制
限
論
の
融
合
」（『
女
性
学
』
一
三
、
二
〇
〇
五
年
、
注1

2

等
）。 

6
6 

例
え
ば
、
堀
秀
彦
「
あ
な
た
は
娼
婦
型
か
・
母
性
型
か
」『
家
庭
の
手
帳
』（
第
五
・
六
合
併
号
、
一
九
五
〇
年
）
な
ど
。 

6
7 

鈴
木
裕
子
「
解
説
」
（『
日
本
女
性
運
動
資
料
集
成 

第
八
巻
』
不
二
出
版
、
一
九
九
七
年
）。 

6
8 

表Ⅱ
-5

2

、
『
流
行
』
四
四
頁
。 

6
9 

た
だ
し
、
彼
は
表Ⅰ

-

、「
き
い
た
ふ
う
」
に
お
い
て
、
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
女
」
に
対
す
る
嫌
悪
を
吐
露
し
て
お
り
、
彼
の
小
説
群
に
は
階
級
が
重
要
な
主
題
と
な
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
本
稿
で
指
摘
し
た
村
上
の
階
級
性
へ
の
視
角
の
欠
如
は
、
あ
く
ま
で
廃
娼
論
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
点
を
お
断
り
し
て
お
く
。 

7
0 

表Ⅰ
-1

、
「
サ
デ
イ
ズ
ム
の
精
髄
」
二
〇
頁
。 

7
1 

表Ⅰ
-1

、
「
サ
デ
イ
ズ
ム
の
精
髄
」
二
二
頁
。 

7
2 

山
室
軍
平
『
社
会
廓
清
論
』（
警
醒
社
書
店
、
一
九
一
四
年
）
一
三
七
～
一
三
八
頁
。 

7
3 

村
上
信
彦
『
明
治
女
性
史 

下
巻
』（
理
論
社
、
一
九
七
二
年
）
三
〇
頁
。 

7
4 

表Ⅰ
-1

、
「
サ
デ
イ
ズ
ム
の
精
髄
」、
表Ⅰ

-3
4

、「
裏
返
し
の
Ａ
感
覚
」、
表Ⅰ

-4
1

「
孤
独
の
広
場
」
な
ど
。 

7
5 

表Ⅰ
-3

1

、
「
私
は
訴
え
る
」
四
四
頁
。 

7
6 

上
野
千
鶴
子
氏
も
ま
た
、
村
上
は
そ
の
後
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
共
通
し
た
歴
史
観
を
持
っ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
上
野
千
鶴
子
『
差
異
の
政
治
学
』（
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
二
年
）
。
上
野
氏
は
筆
者
の
知
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
最
も
高
く
村
上
を
評
価
し
て
き
た
研
究
者
で
あ
る
。 

7
7 

彼
の
女
性
論
と
服
装
論
に
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
別
稿
（
前
掲
注
６
、
拙
稿
「
吾
妻
新
と
沼
正
三
に
よ
る
ズ
ボ
ン
・
ス
ラ
ッ
ク
ス
論
争
」）
に
て
中
心
的
に
論
じ
た
。 

7
8 

村
上
は
『
女
に
つ
い
て
』
序
文
に
お
い
て
自
身
の
女
性
史
研
究
を
、
、「
も
う
や
り
だ
し
て
か
ら
十
五
年
ほ
ど
に
な
り
今
で
は
完
全
なlife

-w
o
rk

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
衣
服

研
究
の
副
産
物
」
と
記
し
て
い
る
。 
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［
付
記
］ 

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
立
命
館
大
学
先
端
総
合
学
術
研
究
科
教
授
で
あ
る
小
泉
義
之
先
生
、
松
原
洋
子
先
生
に
貴
重
な
御
指
摘
を
賜
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。 

             


